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「……という、申し入れがあったが。すず、お断りは、私からしておくから。お前は気にすることはなく、来月の女学校卒業まで残りの勉学に励み、教員になるべく師範学校（大正時代、教員を目指すひとの学校）へ進学しなさい」

　お父様が話を終えたあと、私は「どうして、お断りするのですか」と言い、続けた。

「お断りする必要はありません。白川清しらかわせい様へ、ありがたい申し出、謹んでお受け致しますとお伝え下さい」

　時は大正。私、柳原やなぎはらすずは、婚姻を迷うことなく決めた。

　座卓の向こうに座るお父様が「ええっ」と珍しく大きな声を上げ、明らかに動揺している様子で言った。

「すず、お前、自分が何を言っているか分かっているのか」

「お父様、分かっています。先ほどお話し頂いた縁談話を、私はお受けします。私が嫁ぐことで援助が受けられるのなら、とてもありがたいと思いますし。それに…」

「すず、お前はもう十七歳だが、勇いさむ同様かわいい私の子供だ。私は、家の為お前を売るような真似はしない。会ったこともない男の許へ、嫁ぐ必要はない」

　お父様がとても真面目な顔と声で言い。私は、お会いしたことのない『白川清』様を、知っているかもしれないと言い出せず。

　お母様の遺言を思い出しながら、はっきりと言った。

「お父様が私を想うお気持ちは、充分に分かっています。私は、私の意志で嫁ぎます」

　今、自分の思うままを伝えると、お父様は呆気にとられた顔になり。私は「失礼します」と立ち上がって、お父様の自室を出た。

「姉様。本当に、よろしいんですか」

　廊下に出るとすぐ、盗み聞きをしていたんだろう、弟の勇が心配そうな顔で近寄ってきた。私は胸の高さにある勇の頭をなでながら言った。

「勇、顔色がよくないから、夕飯まで寝ておきなさい」

　勇は十歳で、身体の弱さから学校には行ったことがない。同じ歳頃の男子に比べて、小さく細く。床に伏せっている時間が多いので、肌が透ける様に白い。

　勇のことは、産まれたときから、私が守らなければいけないと思っている。

「姉様は、家の為、無理をしようとしていませんか」

　勇は身体が動かせない分、家で勉学と読書に励み。落ち着いていてとても聡い。そして、子供のくせに余計なことまで気にしてしまう。

　私は大きく息を吐き、勇の両頬を両手で伸ばしながら言った。

「勇、私は、私の意志で婚姻を決めたの。お父様もだけど、私がお嫁に行くのがそんなに寂しいの」

　頬を離してやると、勇が下を向いて言った。

「姉様。女学校を出たら師範学校に進み、将来は、教員になりたいと言っていたじゃないですか。女子達を手助けするひとになりたいという夢を断念してまで、お嫁にいかれるんですか」

「私、勇には言ってなかったけれど、お嫁にいくことも夢のひとつだったのよ」

「そんな詭弁きべんはやめて下さい。お父様がお仕事で抱えた大きな負債を、お相手は援助する代わり、姉様との結婚を条件にしているから。……夢を断念してお受けするんでしょう」

　聡いのも考えものだなと思い、私が口を開こうとすると。

「……僕が成人していたら。こんな、弱い身体じゃなければ。……姉様にばかり、苦労をかけてしまうことはなかったのに」

　顔を下に向けている勇が、とても小さい声で言い。私は勇の両頬を持ち、顔を上に向けて言った。

「勇。私がお嫁に行くのが寂しいなら、寂しいと言いなさい。まったく、いつまでたっても、私のことが大好きなのだから」

　そう言ったあと、私は頬から手を離し。勇の顔が少し緩んだので続けた。

「私も、勇が大好きよ。この家も、お父様も大好き。だから、自分が大好きなものを救ってくれるひとのところへ、私はお嫁に行くと決めたの」

　本心を言うと、勇は両目を細くして言った。

「姉様。本当に、いいんですか」

　私は少し考えたあと、頬を緩ませて返した。

「私は、何よりも私を大事にしてくれる人と、幸せになるわ」

　勇は呆れたような笑みを浮かべて「分かりました」と言ってくれ、私はつるつるした頭をなでた。






　私は、帝都の中心街に近い、古美術商を営む家に産まれた。

　お父様は子爵ししゃくの称号を持っているけれど、お母様は一般市民で、熱愛の果てお父様は亡き祖父を説き伏せて婚姻に至ったそうだ。

　ふたりのロマンスを、生前、お母様はよく語ってくれた。

　私は男女のロマンスには興味がなかった。けれど、語るお母様の少女に戻った様なお顔が好きだった。

　十年前、お母様は勇を産んだ直後、私を床に呼び。言葉を残して、静かに逝ってしまった。

『すず、幸せになりなさい。すずを何よりも大事にしてくれるひとと、幸せになりなさい』

　私は、お母様から最後に言われた言葉を、お父様が縁談の話をしているときに思い出していた。

　私を何よりも大事にしてくれるひと、それは、家を助けてくれるひとだと思った。

　柳原の家と家族は何よりも大事なもので、お相手はそれを分かってくれていると思った。

　それに、『白川清』様を、私は知らないのに知っている気がした。

　どうしてそう思うのか、分からないまま。お父様に何度も考え直すよう言われたけれど、女学校の卒業式の翌日、私は少ない荷物で白川家へ向かうことにした。

　お相手が用意してくれた人力車に乗ると、お父様と勇が心配そうな顔で「いってらっしゃい」と言ってくれ、「いってきます」となんとか頬を緩めて返せた。

　ひとり乗った車が生まれ育った家を離れていく。自分で決めたことだけれど、胸に不安がじわじわと広がっていき。弱気を吹き飛ばす為、何度も自分の頬を両手で叩いた。

　生家からずいぶん離れた帝都の外れ、高い竹林が左右に続く道が終わり。人力車が止まって、私は車から降りた。

　叩きすぎた両頬がじんじんとしていたけれど、目の前の景色に、頬の熱と全身の熱が下がった。

　正面には閉じられている高く重厚な門。門の左右は高く白いなまこ塀が続き、中の建物は少しも見えない。鳥の鳴き声と風の音しか聞こえず、お屋敷からはひとの居る気配が感じられない。

　帝都の中心街に近く、街の喧騒をすぐそばに感じる生家との違いに戸惑い。固まっていると、内から門が開かれた。私は、どきどきしている胸をおさえて、「お邪魔致します」と中に入った。

　目の前には、葉っぱひとつ落ちていない白砂利の道が広がり、道の向こうにはとても大きく立派な日本家屋が見える。

　後ろで門が閉まる音がし、どういう風に門を開け閉めしているか気になったけれど。私は、これからお会いするお方を思い返しながら、建物まで歩きはじめた。

　お名前は、白川清様。白川家は、江戸時代に勲功くんこう（君主に尽くしたこと）によって中大名になり、明治維新後は伯爵となった。銀行や鉄道の大株主であるけれど、学校や孤児院、教育事業へ多額の寄付をしていて、散財や豪遊の噂は少しもない。

　ご立派な肩書を思いながら、建物の玄関に着き。私は、ご本人にとって不名誉だろうあだ名を思い出す。

　白川清様は、華族の間では『化け物伯爵』と呼ばれているらしい。

　昔から、白川の家の人間はほとんど人前に現れることはなく、華族の間では『化け物伯爵』と呼ばれ白川清様も例外ではないと聞いた。

　化け物といわれるのは、黒い頭巾ずきんで顔をすっぽりと覆っているから。

　白川家の男子は代々奇病にかかる。病気で化け物のように顔が歪み、頭巾で隠している。

　勝手な憶測でひどいあだ名をつけるなんてと。私が腹立たしく思っていると、玄関の横開きの扉が内からゆっくり開いた。

　薄暗い玄関の中にひとの姿は見えず、「お邪魔致します」と告げてから中に入った。

　広くチリひとつ落ちていない玄関に立つと、勝手に扉が閉まり。私は、「ごめん下さい」とぴかぴかした廊下の向こうに言った。

　薄暗い向こうから、声は返ってこず。私は、はしたないと思いながらも、先ほどより大きな声で言った。

「ごめん下さい。私、柳原すずと申します。こちらにお住まいになっている、白川清様の妻として参りました」

　そう言うと、少ししてから、くすくすという高い笑い声が聞こえてきた。

「……妻だって！　清様に、妻だって！」

「……こら！　声を上げてはいけないと言ったでしょう。……それに、笑うことじゃないでしょう！」

「……だって、嬉しくて！　清様、ずっとひとりだったから！」

　ぼそぼそと、まだ幼い男の子の声と私より年上だろう女性の声が聞こえて、私は大きく言った。

「あの、今日から、お世話になります。上がってもよろしいでしょうか」

「いーよー」と幼い男の子の声が聞こえて、ごつんと音がしてから。ひゅうっと強い風が吹いた。

　思わず閉じてしまった目を開けると、

「申し訳ありません。それがしが着くのが遅れたばかりに、粗相があったようで。柳原すず様、ようお越し下さいました」

　いつの間にか目の前の廊下に、袴姿のがっちりした男性が正座していた。

「私の息子が、申し訳ありませんでした。あとで、きつく言っておきますので」

　お父様と同じ歳ぐらいだろう男性の隣には、正座をしている着物姿のふくよかな女性。

　突然、目の前に現れたふたりに、私は慌てて頭を下げて「柳原すず」ですと言った。

「よく、存じ上げております。今日は、昨日までの女学生のお姿とは違い、とても女性らしいお姿で。若わか、清様は、とてもお喜びになると思います」

　私はおふたりに戸惑いながらも、男性の言葉に良かったと思い。ほっと息を吐いてから顔を上げ、数時間前のことを思い返しながら言った。

「お褒め頂き、ありがとうございます。父が用意してくれたんです」

　用意してくれた薄紅色の着物を、私には少し大人らしいのではと言ったら。お父様は、お嫁入りしてからも着られるからと言ってくれた。

「父上殿、着つけた姿を見られたあと、少し涙ぐんでおられて。それがし、もらい泣きを我慢しました」

「……あの、どうして、父の様子を知っているのでしょうか。あの場には、私と父だけでしたが」

　そう私が質問をすると、男性は「しまった」と言う顔になった。

「すず様と、お呼びしてよろしいでしょうか。いつまでも玄関に立たせたままで、申し訳ありません。ささ、お上がりになって下さい」

　女性にうながされて、私は「失礼します」と上がらせてもらった。

「すず様、自己紹介が遅れて、申し訳ありません。私は、清様が産まれたときからお世話をしております。ウメと申します」

「すず様、それがしは、市松いちまつと申します。ウメ同様、若がお産まれしたときからつかえております。殿とのから、自分に預けた命は若に使えと、いまわの言葉を頂いております」

　おふたりが言い、「こちらへ」とよく磨かれている廊下を進みだした。ふたりの後ろを歩き、私は疑問に思ったことを聞いた。

「あの、市松さん。清様のお父様は、との様と言うんですか」

「いいえ。若のお父上は…」

　市松さんは、多分答えの途中でウメさんに脇腹をつねられ。こほんと咳払いをし、元から低い声を更に低くして言った。

「すず様。この家では、ものごとを聞いてはいけませぬ」

「すず様。間抜けな市松に、謝る必要はありませんからね。お荷物をお持ちしましょうか」

　市松さんへ謝る前に、隣に並んだウメさんにそう言われてしまい。前を進む市松さんは、肩を落とした様に見えた。

「大丈夫です。言われた通り、荷物は最小限で来ましたから」

「両手にお荷物を持たせ、清様の前にお連れしたら、私達が叱られてしまいます」

「では」とウメさんに片方の荷物を渡そうとしたとき、また強い風が吹いて、気がつくと手の中から荷物がなくなっていた。

「なーんか、いい匂いがすると思ったら！　おいなりさん、持ってきてくれたのか！」

　明るい声が聞こえてきたので、振り向くと、いつの間にかすぐ後ろに男の子が立っていた。

　背は私と同じくらい、歳は少し下だろうか。私が持ってきたおいなりさんのお重を両手にし、きらきらした瞳で見つめている。

　風呂敷を解いてないのに、なぜ中身が分かるのだろうと不思議に思っていると、

「ねえねえ！　お願い！　今、ひとつだけ食べてもいいかな！」

　私に疑問を口にする間も与えず、男の子は私の正面に立ってそう言った。彼の金色の髪の毛に目を奪われていると、その頭にゴツンと拳が落ちた。

「すず様、申し訳ありません。この家のものは失礼なものばかりで。あとで、きつく言っておきますから」

　男の子の頭に拳を落とした、ウメさんがにっこり笑んで言い。私が固まったままでいると。

「竹吉たけよし、しゃんと立ってご挨拶をしなさい。あと、髪の毛まで気がいってないよ」

　ウメさんが厳しい声で言うと、げんこつを落とされしゃがんでいた男の子が立ち上がった。

「すず様、初めまして。俺は、竹吉。ねえ、おいなりさん、ひとつだけ食べていい？」

　そう言い明るく笑んだ男の子の髪の毛は、いつの間にか金色から黒に変わっていた。

　私は驚いて声も出せず、なんとか頷くと、また強い風が吹いた。閉じてしまった目を開けると男の子の姿はなく、その代わりにあるものが、廊下の突き当たりを曲がっていった。

「……狐。……二本足で歩く狐が、……おいなりさんをくわえて、お重を両手に持っていきましたよ」

「すず様。申し訳ありませんでした。竹吉には、あとできつく言っておきますからね」

　ウメさんがにっこり笑って言い、「行きましょう」と困惑している私の背中に片手をそえて歩き始めた。

「……市松さん。狐、見えませんでしたか」

「そ、それがしは、み、見えて、み、見えては、ないかと」

　背中を向けている市松さんが、たどたどしく言い。

「すず様。夕餉ゆうげに、持ってきて頂いたおいなりさんを、お出しさせて頂きますね。清様も、喜ばれると思います」

　ウメさんが微笑んで言い、市松さんが続けた。

「輿入れのご用意もあったでしょうに、お作り頂いて申し訳ない。すず様のおいなりさんをこさえるお手つき、手慣れていましたなあ」

「おいなりさんは、母の好物だったんです。小さい頃から教えてもらって、作り慣れているんです。なので、清様に、お出し出来るかなと思ったのですが。出過ぎた真似でしたでしょうか」

「出過ぎたなぞ、思うわけがありません。清様は、とてもお喜びになると思いますよ。ちりめんじゃこの入った酢飯がお好きなので」

「……あの、どうして、酢飯の具が分かったのですか」

「裏庭の台所の窓近く、木の上から見ておったからです」

　私は冗談を言われたのかなと思ったけれど、市松さんは明るい声で続けた。

「すず様が家を出られたのを見届けたあと、先に屋敷に戻る手筈だったのですが。高い建物が多くなっていたせいで、予定が狂ってしまいました」

　そう言い、がははっと笑って振り向いた市松さんの顔を見て、驚いた。

「戻る途中、高い建物に何度かぶつかり。それがし、たんこぶが出来てしまいました」

　そう言った口は、黒く、つるりと光って尖り。市松さんの顔が黒い毛におおわれたカラスだろう鳥のもので、私が固まっていると、

「すず様。市松は、清様とすず様の婚姻が決まってから、歳がいもなくとても浮かれていて。何度も、私と清様に叱られているのです」

　隣に立つウメさんが言い、先ほどと変らずふくよかな人間の女性のお顔でほっと息を吐いたとき。

「ははうえー！　すず様がもってきてくれた、おいなりさんおいしいー！」

　玄関で聞いた幼い男の子の声が聞こえてきたので、振り返ると同時に、ぼわんっと煙が上がり目の前が見えなくなった。

「すず様、申し訳ございません。少しだけ、目を閉じていてはもらえませんか」

　ウメさんの言う通りにしようとすると、太ももに温かさを感じた。

「すず様！　ぼく、虎太郎こたろう！　これから、なかよくしてね！」

　そう元気に言いながら、私の身体に両手を回してきた。男の子は、見慣れた人間の男の子ではなく、着物を着た二本足で立つ狸の姿だった。

「虎太郎！　変化へんげをせずに、すず様の前に出てはいけないと言っただろう！　すず様から離れなさい！」

　怒れる声を上げるウメさんに振り向くと、私の頭は真っ白になった。

　ウメさんが、身長や体格はそのままで、着物を着た二本足で立つ狸になっていたからだ。

「えー、やだー。すず様、いい匂いがして、かわいくて。ひっついてたいー」

「虎太郎！　離れなさい！　もう、私以外変化が出来てなくて、無茶苦茶だよ！」

「母上もー、できてないよー」

　男の子、虎太郎君が言うと、ウメさんは私を狸のお顔で見つめて言った。

「すず様、私が、狸に見えてはいませんよね」

「たぬきじゃないよー、化けたぬきだよー、こわいー？」

　狐、カラス、親子の狸。獣になった皆さんの顔が頭の中を駆け回り、何も言葉を返せないでいると、

「なぜ、皆で正体を明かしているんだい」

　後ろから、耳によく響く低い声が聞こえてきた。

「清様！　清様のおよめさん、かわいいいね！」

「虎太郎、離れなさい。市松、ウメ、すぐに正体を明かさないよう、きつく言っておいただろう」

　男の子が私から離れて、市松さんとウメさんが私の前に正座し頭を下げたあと。声の主が私の前に立ち、息を飲んだ。
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「うちのものが、迷惑をかけてしまったね」

　そう、白色の着物を着たその人は静かに言い。どう見ても、二本足で立つ銀色の狼にしか見えず、私は言葉を返せなかった。

「私が、白川清だ。ご足労をおかけして申し訳ないが、こうなった以上は、すぐにご実家へ戻られるといい。ご実家への融資の件、その他のことも、任せておきなさい」

　私より頭ひとつ大きく、銀色のたてがみを持つ。初めてお目にかかる白川清様。

　私をじっと見つめる金色の瞳に、なぜか懐かしさを感じる。

「少しだけ、失礼するよ」

　どこかで会ったことがあるか訊こうとする刹那。私は、銀色の毛におおわれた大きな片手に両目を隠され、意識を失った。
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『こらー！　何、動物をいじめてるの！』

『うわあ！　すずだ！　逃げろ！』

　そう言って、近所に住む年下の男子たちは逃げて行き。剣道の道場からの帰り、いじめているのを教えてくれた勇が、男子たちが取り囲んでいたものを見て言った。

『姉様。これは、犬でしょうか』

　男子たちにつつかれ蹴られていたからだろう。目の前の獣は薄汚れ怪我をしていて、ひゅーひゅーと震えていた。

　私は成犬くらいの大きさと重さの獣を抱き上げて、家に連れて帰り。誰かに見つからないよう、勇とお風呂場で洗った。

『姉様。これは、犬でしょうか』

　洗って乾かすと、獣の毛並みは銀色に輝き。私は勇からの質問に、毛並みと同じくらい綺麗な、獣の金色の瞳を見つめて答えた。

『犬かは、分からないけれど。綺麗だから、うちに居られるようお父様に頼んでみる』






　　　※






　目を覚ますと、見覚えのない天井が見え、見知らぬ顔が覗き込んできた。

「大丈夫ですか。お名前と、年齢は言えますか」

　艶のある黒い髪の毛、お内裏様の様に整った顔。見知らぬとても美しい青年に聞かれ、ぼんやりとした頭で、涼やかな黒い瞳を見つめて答えた。

「……柳原すず、十七歳です」

「良かった。お身体は起こせますか」

　私は、いつの間にか布団の上に寝かされていて、言われた通り上半身を起こした。

「うちの家のものが、街の外れで貴女が倒れているのを見つけて、屋敷まで連れ帰ったんです。ご住所は言えますか」

　私が質問するより先に、青年に言われて住所を答えた。

「では、お家までお送り致しますので。あとは、家のものに」

　布団のそばに膝をついていた、白色の着物を着た青年が立ち上がり。背中を向け部屋を出て行こうとした。

「……白川様。……私は、離縁されるのですか」

　自分の口から出た言葉に、私はとても驚いた。

　少しして、ぶわりと、このお家に来てからのことが思い出され。そばに居る青年と、白川清様の声が同じと気づいたときだった。

「どうしてだろうね。きちんと、先ほどの記憶を消したつもりだったのに」

　先ほどは銀色の狼の姿、今は人間の青年の姿をした清様が振り返り。私は、思ったままを言った。

「私が、うろたえた姿を見せたからですか。皆さまの姿に驚いてしまったこと、大変申し訳ありませんでした」

　私は頭を深く下げ、少ししてから、清様がそばに座ったのが分かった。

「なぜ、君が謝るんだい。どうして、私を責めないんだろうか」

　清様の固い声に、私は顔を上げずに返した。

「どうして、私が、あなたを責めるんですか。私の家を救ってくれる、私のことをとても考えてくれている人なのに。それなのに、私は、動揺をしてしまって…」

　私は言葉の途中で、片頬に添えられた手に上向かされた。

「動揺をし、怖がるのは当たり前だろう。うちの家のものと私の、『あやかし』の姿を見せたのだから。どうして、君は、私達に『化け物』に向ける瞳を向けないんだ」

　清様はとても固い顔で言い。私は、頬の冷たい手に自分の手を重ねて答えた。

「私は、そんなことは思いませんでした。……驚きましたけれど、清様の狼のお姿は綺麗だと思いました。私の不遜な態度で嫌な思いをさせたのなら、謝ります。出て行けというのなら、私は出ていきます」

　そう言ったあと、清様は切れ長な目を少し大きくし、障子が外から勢いよく開かれた。

「やだあ！　すず様、出てったら、やーだー！」

　五歳ぐらいだろう、茶色い髪の毛の男の子が部屋に入ってきて。驚いている私の太ももの上に乗って言った。

「やだあ！　出ていかないで！　まだ、全然、一緒に遊んでなーいー！」

　大きな瞳に涙を浮かべた男の子が言い。声が同じなので、先ほど狸の姿だった虎太郎君だと分かった。

「虎太郎！　すず様から離れなさい！　すず様、先ほどは大変失礼致しました」

　人間の女性の姿のウメさんが、部屋に入ってきて言い。虎太郎君は私から離れずしがみついて言った。

「みんな、すず様が来るの楽しみにしたんだよ！　清様も、すごく楽しみにしてた！」

　虎太郎君の言葉に、なぜか頬が熱くなり。

「虎太郎、離れなさい。普通の人間は、私達のようなものと居たら不幸になるんだよ」

　清様の言葉で全身の熱が冷め、口が動いていた。

「私は、不幸にはなりません。私は、私を何よりも大事にしてくれるところで、幸せになりに来たんです」

　清様が固まり、私は言い過ぎたと思った。

「すず様！　よく申して下さいました！　この市松、若に命を預けておりますが、これからはすず様を命を懸けてお守りしていきます！」

　突然、カラスのお顔に人間の身体の市松さんが部屋に入ってきて、私はとても驚き。市松さんは、布団のそばに正座をし頭を深く下げた。

「市松、お前には、柳原家に向かうよう言いつけておいたはずだが」

　私が固まっていると、清様のお声が聞こえた。顔を向けると、清様は市松さんにとても固い表情を向けていた。

「主君の命を聞かないということは、自害する覚悟を持ってのことか」

　私は、清様の言葉にひゅっと背中が冷たくなり。市松さんは顔を上げずに言った。

「それがし、柳原家には向かわず、婚姻を知るものの記憶を消してはおりません。この市松、若がお幸せになるのなら、命など惜しくはありませぬ」

「私のことより、彼女の幸せを考えろ。私は、彼女が幸せになるのなら、己がどうなろうと構わないのだから」

　私は、清様の言葉に胸がぎゅっとなり、思ったままを言った。

「清様、そのようなこと、私は願っていません。私は、清様と一緒に幸せになりたいです」

　はっきりと告げると、清様は驚いた顔をこちらに向けた。

「じゃあ！　すず様、出ていかないの！」

　太ももの上に居る虎太郎君が明るく言い、私は清様をまっすぐに見つめて言った。

「ふつつかものですが、あなたの妻として、今日からよろしくお願いいたします」

「わーい！」とはしゃぐ虎太郎君を、ウメさんが私から引きはがしたあと。

「今すぐ出ていったとしても、柳原家への融資はしよう。君と柳原の方々から、私との婚姻に関する記憶を消そう。君は、幸せになってくれ。私は、こうして、再び君に会えただけで幸せなのだから」

　清様が、とても綺麗で、はかなく見える笑みを浮かべて言い。私はぎゅっとなった胸で言った。

「……私は、すずです。君ではなく、すずとお呼び下さい。私は、今日から、清様の妻なのですから」

　清様が両目を大きくし、市松さんが明るい声で言った。

「若、ここまで、すず様に言わせておいて。何もなかったことにして家に帰されるのは、とても失礼で、無礼なことかと思われます。殿がいらしたら、すず様の態度を大層ほめられて、若の意気地のなさを悲しむかと」

　私が「そんなことは」ともらすと、清様は布団のそばに座り私に頭を下げた。

「申し訳ない。私は、自分の考えを押し付け、無礼なことを言ってしまった」

　慌てて否定の言葉を返そうとすると、清様はゆっくり顔を上げた。柔らかい笑みを浮かべたお顔に見つめられ、私は心臓が大きく跳ねた。

「改めて、願いを言わせてくれ。しばらく、この家に居てはくれないだろうか」

　私は、高鳴り出した胸をおさえて、「はい」と返した。

「ありがとう。すず」

　にっこり笑んだ清様に、自分の名前を呼ばれ。心臓が止まりそうになり、突然、紙吹雪が舞い出して明るい声が聞こえた。

「めでたい！　今日は、宴会だな！　虎太郎、すず様のおいなりは、俺のものだからな!!」

　金色の頭に狐の耳、人間の顔に身体。おしりから生えているのだろう、大きな金色の二本の尻尾をぶんぶん振り。人間と狐の姿がまじった竹吉君が、明るい声を上げ部屋に入ってきた。

「竹吉！　掃除が大変なことするんじゃないよ！」

「お祝いは、ぱーっとだろ！　ウメさん、宴会の準備早くしてよ！」

「たけよし！　おいなりさんは、僕のー！」

「ウメ、とりあえず、準備を早急にせねば。若が意気地がなかったぶんを、私たちが挽回して差し上げなければ」

　たぬきの顔と身体になったウメさんと虎太郎君。カラスの顔の市松さん、煙を上げ狐の姿になった竹吉君。

　私は、この家の方々の、清様が『あやかし』と言っていたお姿にもう驚かず。

「みなさん、ふつつかものですが、どうぞよろしくお願いいたします」

　頬を緩ませて言うと、みなさんも「こちらこそ、よろしく」と言ってくれた。

　清様に向くと人間のお顔とお姿で、優しい笑みを向けてくれた。私は、ドキドキしている胸で言った。

「……清様、本来のお姿になられても、大丈夫ですよ」

　清様は、自分のお顔に片手を滑らせ、奇術のように銀色の狼のお顔になった。

「清様、どちらのお顔も、綺麗ですね」

　思ったままを口からもらすと、清様は困ったようなお顔になって、私はますます頬が緩むのを感じた。

















第二話












　　　※






『姉様。銀は、小説に出てきた狼の姿に似ているのですが』

　銀の居る生活が当たり前になった頃、勇が聞いてきた。






　渋るお父様を説得し、家に置くことが出来た『銀』と名付けた獣。

　銀の傷は思っていたよりも早く癒え、私のそばを片時も離れなくなった。学校に行っている間以外は、眠るときも一緒だった。

『狼は、人間を傷つけるものです。一緒に居て大丈夫なのでしょうか』

　私は、勇のおでこを軽くはじき、そばに座った銀の頭をなでながら言った。

『それは、小説の中の、物語の中のことでしょう。銀は、何もしないわ』

　私を見上げる銀が金色の瞳を細め。私は頬を緩めて、はっきりと言った。

『私は、銀とずっと一緒に居るの。狼でも一緒に居るの』






　　　※






　薄暗い中目を覚ますと、すでに見知った天井が見えて、心地よい温かさを感じながら横に向いた。

「まだ、夜明け前だ。もう少し眠るといい」

　人間の清様のお顔が、とても近くにあり。今、自分が彼の両腕の中に居て、同じ布団で寝ているのに気づいた。

　私が固まってしまうと、清様は綺麗な笑みを浮かべて言った。

「昨晩、宴会の途中で、慣れない酒で眠ってしまったあと、部屋に運び布団に寝かせたんだが。私の手を離してくれなくて、一緒に眠ってしまったようだ」

　迷惑をかけてしまったことに、私は熱が下がり。清様はふふっと小さく笑い、両目をとても細めて続けた。

「すずと眠るのは、やはり、とてもいいね。温かくて、幸せな気分になれる。それに、とてもかわいい寝顔も見られる」

　言葉と一緒に頬を柔らかく指でなでられて、顔と身体の熱が上がり。寝言やいびきなど大丈夫だったか、心配になり訊ねようとすると、

「また、すずと一緒に眠れるなんて、夢のようだ。ありがとう」

　清様が、じっと私を見つめて言い。高鳴っている胸で、疑問に思ったことを聞いた。

「……あの、またとは、どういうことですか。こうして、一緒に眠るのは初めてだと思うのですが」

　清様とは、昨日お会いしたのが初めてで、夢の中でもお会いしたことはないはずだ。

　清様の金色に変わっている瞳に見つめられていると、何かを思い出しそうになり。強く抱きしめられて、心臓が止まりそうになった。

「すず、眠りなさい。昨日は、色々と疲れただろう」

　胸の高鳴りを感じたまま、私は両目を閉じた。とくとくという清様の胸の音が聞こえ、温かい温度を感じていると胸の音が静まっていき、眠気を感じはじめる。

「すず、ありがとう。しばらく一緒に居られること、とても嬉しいよ」

　静かに聞こえてきた声に、「しばらく」ではなく「ずっと」ですと言おうとしたけれど、強い眠気で言えず。

「居てくれる間に、必ず、私が問題を解決しよう。すずを、普通の人間の世界へ帰すから」

　どういう意味か聞く前に、私は眠りに落ちてしまい。目を覚ますと、明るい部屋の中で私はひとり布団に寝ていた。

「すず様。おはようございます。入ってもよろしいでしょうか」

　ふすまの外からウメさんの声がしたので、私は布団から出て「どうぞ」と言った。

「おはようございます。まだ、お布団の中に居ていいんですよ。朝食をこちらにお持ちしましょうか。お身体、お辛いでしょうから」

　人間の女性の姿、ふくよかなお顔と身体のウメさんが部屋に入ってきたので。私は畳に正座をして頭を下げた。

「昨晩は、慣れないお酒で、ご迷惑をおかけした様で。今朝は、ウメさんより遅くまで寝ていて、申し訳ありません」

「すず様。お顔を上げて下さいな。私は、清様のお母さまではなく、ただのお世話をさせて頂いているものですよ」

「昨晩、宴会中にお話をお聞きして。ウメさんは、清様が幼少の頃にお亡くなりになった、お母様のようにおそばにいらっしゃったのだと思いました。私は、ウメさんは清様のお母様と思って、接させてもらいます」

　昨晩の宴会は、呑めや歌えやの大騒ぎで、静かにお酒を呑む清様以外みんなとても盛り上がっていた。

　そんな中、ウメさんと市松さんは、清様が早くにご両親をなくされたお話をしてくれ。おふたりは清様の親代わりとなり、愛情深くそばにいたのが分かった。

「ふつつかな嫁で、申し訳ありません。明日からは寝坊をすることなく、本日からウメさんに習ってお家のことをさせて頂きます」

　少ししても、ウメさんのお声が聞こえず。私は、聞こえてきた、すすり泣く声にゆっくり顔を上げた。

「申し訳ありません。私、悲しませるようなことを…」

　私は言葉の途中で、ウメさんの両腕に抱かれてやわらかい胸に収められた。

「すず様、ありがとうございます。嬉しいお言葉を頂き、感激いたしました」

　顔を上げると、両目をうるませた狸のお顔があった。

「本当に、清様が選ばれた方が、すず様でようございました。早くに逝かれた、殿と奥様も、あの世でとても喜ばれていると思います」

　黒い毛でおおわれた手でウメさんは目をぬぐい、可愛らしいしぐさだなと思った。

「昨晩は、竹吉が調子に乗って妖力で芸をしておりましたが、怖くはなかったでしょうか」

「狐火きつねびでしたよね。竹吉君のかわいいお手々から、火が出る様は不思議でした。お手玉や、火の輪くぐり、とても楽しい余興でした」

　金色の狐姿の竹吉君が、赤い炎を操る姿。とても不思議で、愛嬌たっぷりだった。

「それに、年甲斐もなく市松が剣舞を披露しましたが、真っ黒な顔もですが、怖くはなかったでしょうか」

「市松さんの剣舞、素晴らしかったです。息をするのを忘れて、見入ってしまいました。私、十五歳まで剣道を習っていたんです。ここには道場があるそうで、市松さんに教えて頂く約束をしました」

　嫁の貰い手がなくなるからと、お父様の言いつけで辞めてしまった。幼い頃から習っていた剣道。どの習い事よりも好きで、辞めるときはとても悲しかった。

　まさか、お嫁に行った先で再開出来るとは思わず。私が頬を緩めていると、ウメさんが固い声で言った。

「私と虎太郎は狸で、特に力はなく、怖くはないと思うのですが。こうして、人間の着物を着て人間の言葉を話している様を、気味が悪いとは…」

「昨日は、驚いてしまい、申し訳ありませんでした。私は、失礼かもしれませんが、みなさんのお姿をかわいらしいとか恰好が良いとしか思いません」

　私が言葉をさえぎると、ウメさんは黒々した目を大きくし。黒い毛でおおわれ柔らかい肉球のついた手で、私の頬をなでてくれた。

「すず様、ありがとうございます。もう少し時間をかけて、私達の正体を知らせようと思っていたんです。普通の人間の方からすれば、なかなか、受け入れがたいことでしょうから」

　私は、頬にあるウメさんのかわいらしい手に手を重ねて、思ったままを言った。

「そんな、悲しいことを言わないで下さい。こうして、触れられて、温かさを感じられること。とても嬉しいです」

　そう言ったあと、私は、昔同じことを言ったなと思う。

『ありがとう。先ほどの言葉だけで、充分だ。これから、私は、すずが幸せでいるよう見守っていくから』

　言われた覚えのない清様の声が耳に聞こえてきたとき、ぐうっと大きなお腹の音が鳴ってしまった。

「すず様、すぐに、腕によりをかけて朝食をお作りしますね。清様の大事な方というのとは別に、私は、すず様がとても好きになりましたから。清様と同じくらい、誠心誠意お世話をさせて頂きますね」

　ウメさんが濡れた黒い瞳で言ってくれ、私はぎゅっと柔らかい身体を抱きしめた。

　ウメさんは何もしなくていいと言ってくれたけれど、私はウメさんに習いながら、白川家の嫁としての生活をはじめた。

　朝食の準備からはじまり、お洗濯にお掃除にお裁縫、昼食と夕飯の準備、お風呂の用意。虎太郎君や竹吉君に邪魔されながら、一日のうちにやることは沢山あって、布団に入る頃にはくたくたになってしまい。

　清様とふたり居られるのは、床に入り眠りにつくまでの間だった。

「すず、無理をしなくてもいいんだよ。ウメは、家のことに関しては厳しいところがあるから、大変だろう」

「大丈夫です。確かに、ウメさんは厳しいところがありますが。それは、私に期待してだと思っていますので」

　最初の日は一緒の布団で、次の日からは布団を並べ清様と寝るようになった。

　ランプの灯りだけの薄暗い部屋で、別の床に入って見つめ合い。私は今日あったことを話し、清様は優しい瞳で聞いてくれる、一日で一番嬉しくて楽しい時間だ。

「家を空ける時間が多くて、すまないね。入用のものがあれば、買ってくるので言ってくれ」

「そんな、清様はお忙しいんですから。気を使わないで下さい」

　清様は朝食のあと、黒髪に黒い瞳の人間のお姿の洋装でお仕事に行かれ。日がとっぷり暮れてから家に戻られて、ひとりで夕飯をとる。

　確かに、お会いできる時間は少ないけれど。こうしてふたりで居る時間があるので、私は寂しさを感じることはない。

「忙しくはないが、なかなか、尻尾がつかめなくてね。そうだ、明日、街で評判の洋菓子を買って帰ろうか」

「大丈夫です。ウメさんが作られるおやつがとてもおいしくて、とても優しい味で。まるで…」

　途中で言葉を止めると、清様が優しい声で言った。

「大丈夫だ。亡くなったすずの母上は、すずがウメのことを母上のようにと言っても、怒りはしないさ。私の母上は大人しいひとで、正反対の性格をしていたが。私は、ウメのことを母上のようだと思うよ」

　私が小さく笑うと、清様が瞳を細めてくれた。

　ふたりきりでたわいのないお話をする、この時間がとても好きだと思い。胸の辺りがぽかぽかするのを感じていると、

「この家に来て一週間だが。屋敷の外に出られないことは、苦痛ではないかい」

　清様が真面目な顔で言い、私は感じているままを言った。

「お買い物は、清様の式神しきがみがしてくれますから。外に出る用事がありません。このお家に初めてお伺いしたときの、車の運転手さんも式神だと聞きました」

「ああ、竹吉にでも聞いたのかな。そういう話は、あまりしない様に言っているが。怖くはないかい。私が、ひとでないものを作れてしまうこと」

「紙のお人形を、まるで、人間の様に動かすことが出来るなんて。すごいとしか思いません。竹吉君が、清様は色んなことが出来るすごい人だと、誇らしげにお話していましたよ」

　清様は少し見開いた瞳を細めて、「そうか」と言った。

「すず。今週の日曜は、ふたりで帝都の市街地に行きたいんだが。いいだろうか」

　清様の意外なお誘いに、私は元気よく「はい」と返した。

「私の妻として、すずを華族の集まりで紹介をしたいんだが。いいだろうか」

『私の妻』という言葉にドキリとし、先ほどより小さく「はい」と返した。

「華族の集まりなどは、極力、行かない様にしているのだけれど。妻をめとったとなれば、挨拶をしなければならなくてね」

　私は、清様が華族の間で『化け物伯爵』と呼ばれているのを思い出し、少し胸が苦しくなった。

「清様、もう、怖いかどうかを聞かないで下さいね。私は、このお家の方や、清様を、怖いなんて思いませんから」

　清様が両眼を大きく見開いたので、思わず謝ろうとすると、

「ありがとう。すずは、少しも変わらないな」

　細められた瞳に、じっと見つめられて言われ。ドキドキしながら返事を返した。

「変わらないというのは、私が、子どものようだということですか」

　清様はふっと笑い、ご自分の布団を出て私の側に添い。鼻と鼻が触れそうなくらい顔を近づけ、金色に変わった瞳を細めて言った。

「子供ではなく、綺麗な女性だ。すずは、とても優しい性格は変わらず、美しい女性になった」

　私は清様の言葉で心臓がとても大きく跳ね、頬に触れた手に目を閉じてしまった。

「それに、とてもかわいい。かわいくて、かわいくて、我慢が出来なくなりそうだ」

　耳元でいつもより低い小さな声で言われ、私はぞくぞくとしたものを背中に感じてしまい。胸がとても大きく鳴りはじめ、首に熱い吐息を感じたそのとき。

　障子が勢いよく開かれた音がして、目を開けた。

「あれー、ここー、おちょうずじゃないー」

　寝間着の浴衣姿、狸の顔と身体の虎太郎君が寝ぼけている声で言い。ふらふらと私の布団に歩いて来て、こてんと転がり寝てしまった。

「すず、すまなかったね。君の気持ちを考えず、しるしを刻むところだった」

　先ほどまでとは違う、固い声が聞こえ。顔を向けると、清様は背中を向け障子へ向かっていた。

「今日から、自室で眠るとするよ。虎太郎が来てくれて、良かった」

　いつの間にか、銀色のたてがみの狼になっている後ろ姿。私が口を開く前に、清様は静かに出ていってしまった。
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　虎太郎君が私達の寝室に間違えて入ってきた日から。おっしゃった通り、清様は自室で眠られるようになった。

　私は、寂しさを感じるけれど、清様に気持ちを伝えることは出来ず。ふたりで出かける日曜日を迎えてしまった。

「……ここで、集まりをするのですか」

　夕暮れ迫る逢魔おうまが時。久しぶりに帝都の市街地に赴き、車が着いた場所でついもらしてしまった。

「詳しい話をせずに、連れてきてすまなかったね」

「謝らないで下さい、聞かなかったのは私です。……どうしましょう。もっと、よい着物で来れば良かったでしょうか」

　ふたりで車を降りると、目の前には、荘厳な西洋風の宿泊施設の景色が広がった。

　鹿鳴館の役目を引き継ぎ日本の迎賓館として建てられたと、訪れたことのあるお父様から聞いたことはあったけれど。

　私は、今日初めて施設を訪れ、清様に肩を優しく抱かれ門の中に入った。

「大丈夫だよ。すずは、いつも美しく、かわいい」

　甘い呪文のような言葉に、心臓が大きく跳ね。隣を見上げると、清様は優しいお声で言った。

「皆、私に注目するだろうから。すずは、余計な気を遣わないでいいだろう。私をあだ名で呼ぶものが居たとしても、気にすることはないからね」

　白色の着物に銀鼠色の羽織姿。今、清様は着物を着た人間のお姿だけれど、黒い頭巾を頭からすっぽりかぶっている。

　私は、清様の姿と言葉に胸がぎゅっとしめつけられ、「でも」ともらしてしまった。

「誰に何を言われようと、すずにだけ分かってもらえていたら。私は、それだけでいいんだよ」

　いつも通りの声色で、頭巾で表情が分からない清様が言い。胸がしめつけられているまま「はい」と返すと、「行こうか」と言われた。

　門から建物へは距離があり、等間隔に建つガス灯に照らされ舗装された道を、清様に肩を抱かれてゆっくり進む。

　道の左右には、夕闇に染まるよく手入れがされた洋風の庭。道の向こうには、絵本でしか見たことのない西洋のお城の様な施設。

　夢の中の景色に居る様だと思ったとき、清様の声が静かに聞こえた。

「私が人前に出るときに頭巾をかぶっているのは、『あやかし』に変化するのを抑えるためもあるんだよ。すず以外の普通の人間は、変化に驚き、恐れて…」

「清様のお姿は、どちらも美しいと思います」

　私は、つい言葉をさえぎってしまい、「すみません」と言った。

「謝らないでくれ。私は、すずの言葉が嬉しくて、頭巾をかぶっていなければ変化していただろう」

　清様は柔らかい声で言われて、見上げた表情は分からないけれど。私はほっと息を吐いた。

「私と白川家の四人は、普通の人間の前に出るときは、人間に変化するようにしている。だが、注意をしていても、感情が昂ると変化が解けてしまい『あやかし』の姿に戻ってしまうんだ」

　私は、白川家に来てから、市松さんに言われたこともあり質問をすることはなかった。

　特に、皆さんの『あやかし』のお姿については、聞くべきではないと思っていた。

「すずが、うちに来てくれた日。今更だけれど、申し訳なかったね」

　私が謝る前に、清様はふふっと小さく笑ってから言った。

「皆、すずが来るのが、楽しみで仕方がなかった様子だった。あんな風に楽しそうな皆を見たのは、久方ぶりだった」

　私は、嬉しくて胸がじんと温かくなり、少し泣きそうになっていると。

「私達は、普通の人間に『あやかし』の正体を明かさず、関わることを極力避けて生きている。それが、お上かみの言いつけであり、『あやかし』の私達が生きていける条件だからだ。窮屈な生活を、私は皆に強いている。すずにもだ」

　私は足を止め、清様のお顔を見つめて言った。

「私は、白川の家で窮屈を感じたことはありません。皆さんよくして下さって、とても楽しく暮らしています」

　頭一つ高い、頭巾におおわれたお顔。見つめても表情は分からず、お声は返ってこず。清様は私の頬にそっと片手を添えた。

「清様。私は、清様に嫁いで、良かったと思っています」

　顔を綻ばせて告げると、少しして。

「ありがとう。私は、今、本当に幸せだよ」

　清様の柔らかい声が聞こえて、頭巾の向こう、優しい瞳に見つめられているのを感じた。

「私も、幸せです。清様」

　清様が頬を優しく撫でてくれ、泣きそうになり。今、胸に溢れている温かい気持ちを言葉にしようとした、そのとき。

「おい！　すずを、離せ！　『化け物伯爵』！」

　突然の声に温度が下がり、頬から清様の手が離された。思わぬ相手が清様との間に立ち、私はとても驚いた。

「……昇のぼるさん？　九州から、戻られていたんですか？」

「ああ、数日前に。すまなかった。俺が帝都に居なかったから、すずは望まぬ婚姻をすることになってしまった。もう、大丈夫だ」

　陸軍に所属する、軍服姿の昇さんが言い。私は、かっと全身が熱くなり、口を開いた。

「……望まぬ婚姻ではありません。私が望んで、白川家に嫁ぎました」

「すず、傾きかけた家を助けてくれた手前、そう言っているんだろう」

「違います。私は、清様のお嫁さんになれて、とても幸せです」

　昇さんが、帽子のつばの下の瞳を大きくし。私は、彼から離れて、表情が分からない清様のそばに立った。

「清様。こちらは、前川まえかわ昇さん。家が近くて、幼い頃から兄の様に私を気にかけてくれていた方です」

　言い訳の様に早口で言うと。清様は私の肩を強く抱き、鋭い視線を向けてくる昇さんに言った。

「ご心配をおかけしまして、申し訳ございません。前川様がおっしゃることは、当然だと思います」

　清様は昇さんに頭を下げて言い、ゆっくり上げてから続けた。

「彼女が私に嫁いでくれたことは、生涯で一番の幸せと思っています。うちに居てくれる間に、彼女がこれから幸せになれるよう尽力いたします。何卒、静かに見守って頂けるよう、お願いいたします」

　初めてお会いしたときを思い出す、清様の静かなお声のあと。

「すず、俺は、お前を救ってやる。それまで、待っていてくれ」

　昇さんは私をじっと見つめて言い、背中を向けて建物へ向かった。

「すず、謝らなくていい。私は、先ほどのすずの言葉が嬉しくて、それ以外はどうでもいいのだから」

　顔の見えない清様が言い、私は手をつないで言った。

「……昇さんは、厳しいですが優しい方なんです。きちんと話をすれば…」

「いくら話をしても、彼は、私たちの婚姻に納得をしないよ」

　繋ぐ手に力を入れた清様が、声色を変えて続けた。

「私が彼の立場なら、あんなにあっさりとは引かなかった。すずを、さらっていただろうね」

　清様の強さを感じる声に、私は胸が高鳴りはじめたのを感じる。

「私は、すずのことになると抑えが効かなくなる。怖いと思ったら、素直に言って欲しい」

「……私のことで、抑えが効かなくなるとは。どういう意味ですか」

　清様は、私を両腕の中に収め、耳元で小さく答えを言った。

「美しくて、とてもかわいいすずを、自分だけのものにしたくなる。そんな、とても強い気持ちを抑えられなくなる」

　突然の抱擁と甘い言葉に、どくどくと胸が高鳴っていき。

「……どうして、抑えるんですか。……私は、清様のものです」

　気持ちが口からもれて、さらに先ほど言えなかった言葉を続けようとすると、「白川様」と男性の声がして清様は私から離れた。

「支配人、ご無沙汰しております。今、転びそうになったところを彼女に支えてもらいました。本当に、私には過ぎた妻です。頼んでいましたとおり、彼女のことをお願いいたします」

　口髭が立派な洋装の男性が「はい」と言い、清様は私の背中を小さく押して言った。

「すず、支配人に頼んであるから、着替えをしておいで。楽しみに待っているよ」

　私は、言えなかった言葉を飲み込んで「はい」と返し。清様に小さく頭を下げ、胸が大きく高鳴ったまま支配人さんに建物へ連れていかれた。
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「……本当に。……私の姿は、大丈夫なのでしょうか」

「白川様、何度もお答えしていますが、大丈夫でございます。まるで、西洋のお姫様の様ですよ」

　支配人さんに連れられて、外観と同じくらい立派で豪華な施設の中の一室に案内され。用意してくれていた洋装を着せてもらい、髪の毛を結ってもらったあと。

　私は、目の前の姿見に映る見慣れない自分の姿を、着付けをしてくれた女性に何度もたずねてしまっていた。

「これは、口止めをされていたことなのですが。奥様のドレスに装飾品、おぐしを選んだのは、旦那様なんです」

　女性がにっこり笑んで言い、私は驚きながら自分の姿をまじまじと眺めた。

　鎖骨と背中があらわになり、両肩を隠す布が胸の上で交差している。上半身は身体の線がよく分かるのに、腰から下は幾重にも布が重なり花びらの様に広がる山吹色のドレス。

　ドレスと揃いの山吹色のひじ丈のグローブ、胸元にはキラキラと光る銀色の首飾り。

　髪の毛は、上半分を少し高さを出してまとめて、胸まである下半分はくるりと巻いてもらい。頭上部に銀色の髪飾りをつけてもらって、ドレスに負けないぐらい華やかだ。

　産まれて初めての洋装は、とても華やかで、鏡に映る自分は別人の様だ。

　帝都の女性はめまぐるしく流行を取り入れるけれど、一部の上流階級の女性に女優さん、職業婦人ぐらいしか洋装をしない。

　お父様が好まなかったので、私は洋装を着ることがなく。肌を出す部分が多くて、気恥ずかしさと慣れなさでそわそわしてしまったけれど。

　清様が選んでくれたことが嬉しくて、鏡の中の頬が緩んでいる私に女性が明るい声で言った。

「うちのサロンで、そりゃもう、旦那様は真剣に選んでいらっしゃいましたよ。奥様の肌の色、お身体、雰囲気に合うものをと。それに、奥様がドレスを着るのは初めてだからと、苦しさを感じるコルセットは使わず、上靴うわぐつ（洋装の靴）はなるべく歩きやすいものにとおっしゃって。本当に、奥様のことを思われているのが分かりました」

　洋装に着替えることになり、女学校の友達に聞いていた苦しさを覚悟したけれど、コルセットを使用しないことに心底ほっとした。

　初めての上靴をこわごわ履き、室内で歩いてみると、拍子抜けするぐらい楽に歩けた。

　清様のお心づかいに、じんと胸が熱くなり。泣きそうになってしまったけれど、綺麗に洋風のお化粧をしてもらった顔を崩したくなくて我慢をした。

「奥様、大丈夫ですよ。旦那様のお見立てどおり、とてもよくお似合いです」

　女性が明るい声で言ってくれたので、私は小声で聞いた。

「……清様は、この姿を見て……喜んでくれるでしょうか」

　返事を聞く前に、とんとんと扉が外から叩かれて、「入ってもいいかな」と清様の声がした。

　女性が「どうぞ」と返すと、ゆっくり扉が開き。私は顔を向け、予想していなかった清様のお姿に、思わず声を漏らしてしまった。

「……清様。……素敵ですね」

　清様も洋装に着替えられていて、黒い燕尾服えんびふく（タキシード）がすらりとした長身の身体にとてもよく似合っている。

「ああ、すずから話しかけてくれて良かった。一目見て、どう声をかけていいか分からなかったから」

　つい姿に見とれてしまっていた私に、黒い頭巾をかぶっている清様が柔らかい声を上げた。

「……私、やっぱり、洋装が似合わないでしょうか」

　下を向いてしまった私に、近くに立った清様が言った。

「すず、とても似合っているよ。綺麗過ぎて、どう声をかけていいか分からなかった」

　私は、少ししてから言われた意味が分かり、顔がとても熱くなった。

「女性の着物を選んだのは初めてだったから。サロンのご婦人には、とても迷惑をおかけしてしまった」

「迷惑なんて思っておりません、ご一緒に楽しく選ばせて頂きましたよ。白川様のお見立てどおり、奥様のドレス姿は素晴らしいです。着つけをさせて頂いて、体形にぴったりで驚きました。和装と違って、洋装は体に合わないと美しく着こなせませんから」

「ありがとうございます」と清様が女性に頭を下げ。洋装とはそういうものなのかと思い、『体形にぴったり』という言葉で顔が更に熱くなった。

「すず、顔が少し赤いが。ドレスが苦しいのかい」

　清様に顔を覗き込まれ、「大丈夫です」と熱い顔を下に向けようとすると、

「気分が悪くなったら、必ず言うんだよ。すぐに、うちに戻ればいいから。皆に紹介をしなくても、すずは私の妻なのだから」

　そう言ってもらい、清様が頬に添えてくれた手の冷たさを心地よく感じながら返した。

「大丈夫です。私は、清様の妻ですから」

　嬉しい気持ちを緩んだ頬で伝えると、黒い頭巾の向こうで、清様は柔らかく笑んでくれた気がした。

「おふたりは、本当に、おしどり夫婦でございますね。おふたりの姿に、今日の会はとても盛り上がるでしょうね」

　女性に言われて、私はとても嬉しくなり。清様は私から手を離して言った。

「妻が、嫌な思いをしなければいいと、願うばかりです」

　どういう意味かを訊こうとする前に、清様は私の肩を抱いて「行こうか」と言い部屋をふたりで出た。

「ゆっくりでいいから」と清様に言ってもらい、私は女性におそわった通りすそを持ち上げ、転ばないようカーペットが敷かれた廊下をゆっくり進んだ。

　一階の広間を過ぎて、重厚な扉の前で「ここだよ」と清様が止まり。転ばなかったことにほっと息を吐いた。

「すず、声をかけられたら、軽く頭を下げるだけでいい。何か言われても、気にしなくていいからね」

　清様が少し固い声で言い、私は思ったままを伝えた。

「あの。清様を褒められたら、「ありがとうございます」と返してもいいでしょうか」

　黒い頭巾越しの表情は見えないけれど、まとう雰囲気が柔らかくなったのが分かり。

　私は頬を緩めて、清様に自分の気持ちを伝えた。

「私は、清様が好きです。あなたの妻になれて、嬉しいです」

　清様は、少ししてから、「ありがとう」ととても固い声で言い。

「すず、家に帰ったら、大事な話をしたいんだが。聞いてくれるだろうか」

　私が「はい」と返すと、清様は扉を開けてくれた。どんなお話だろうと思っていた私は、見えた光景に頭が白くなった。

　高い天井には、ガラスの飾りが沢山ついた大きな灯り。とても広い部屋は床張りで、テーブルクロスが引かれた丸い机がいくつも置かれ、大勢の男女が闊歩している。

　部屋の奥には西洋の楽器を弾く方々。テーブルの上には西洋の食べ物。男性は燕尾服、女性は華やかな洋装。

　天井のまぶしい光に照らされた光景は、とても煌びやかで。目がちかちかしてきたとき。

「これは、これは。白川伯爵、やっと、噂の奥方を連れてきてくれましたな」

　恰幅のよい口髭が立派な男性が近づいてきて、「皆さま！　ご注目！」と大きな声で言った。

「今宵、白川伯爵が奥方を連れてきてくれました！　皆さま、粗相のないよう、ふたりにお祝いをおっしゃって下さい！」

　広間の視線が私達に集まり、顔を下に向けようとすると。「大丈夫」と清様が小さく言ってくれ、私の肩を抱いて中へと進んだ。

「今晩は、白川伯爵。このたびは、ご結婚おめでとうございます」

　次々とお祝いの言葉を頂いて、そのたび清様は「ありがとうございます」と言い。

「白川伯爵。奥方は、聞きしに勝る美しさとかわいらしさですね。奥方は、白川伯爵の元へきてどれぐらい経つのですか」

「お祝いのお言葉、ありがとうございます。今宵は、よい夜をお過ごし下さいませ」

　私への質問と視線をかわしてくれ、清様はたくさんの人とひとりでお話をして下さった。

「すず、大丈夫かい。疲れを感じていないかい」

　私はひとことも話さず固まっていただけなのに、どっと疲れていた。けれど、「大丈夫です」と言い。

「すず、嘘を吐くな。見世物の様にされて、疲れてないわけないだろう」

　そう聞こえた後ろに向くと、燕尾服姿の昇さんが居た。

「すず、そんなに驚くことか。俺は、男爵家の生まれだからな。帝都に戻れば、舞踏会に呼ばれることぐらいある」

　私の気持ちを読んだのか、眉間にシワを深く寄せた昇さんが言った。

「舞踏会も洋装も、軽薄で嫌いだが。すずと会うには、ここに来るしかなかったんだ」

　昇さんの腕が伸びてきて、清様が私の前に立った。

「前川様、それは、申し訳ございませんでした。すずは、私の妻でございます。お会いしたいときは、我が家においで下さいますか」

　背中を向けられているので、表情は分からないけれど。清様が快い気持ちで言っている様には聞こえず。

「よく言うな。ひとが近づけない場所に住んでいるくせに。俺は、必ず、すずを取り戻してやるからな」

　私が口を開く前に、昇さんの鋭い声が聞こえ。続けて、清様が今まで聞いたことのない声を発した。

「もう、二度と離しはしない。すずを幸せにするのは、私だ」

　とても強い声音に、心臓が大きく跳ね。清様の被る頭巾の変化に気付いた。

　布の下が上下左右少しづつ膨らんでいく様子に、清様が『あやかし』の姿へ戻ることが分かり。

「昇さん。白川の家で、お待ちしています。失礼します」

　早口で言ったあと、私は清様の手を固くつなぎ、ひとにぶつかりながらも急いで広間の外へ出た。

　日がすっかり暮れ、月明かりだけの薄暗いお庭。私は必死に進み、つまずいて、後ろから抱きかかえられた。

「すず、ここまで来れば、ひとはいないだろう」

「……すみません。何も言わず、飛び出てしまって」

　私は息を整えてから、清様の両腕の中で言った。

「謝るのは、こちらだ。すまなかった。私が気づけなかった、私の変化に気づいたからだろう」

　本当にすまなさそうな声に、胸がぎゅっとなり。清様は、私から離れて言った。

「本当に、すまない。幸せにするどころか、嫌な思いをさせてしまった。このまま、すずはご実家に…」

「嫌です。私は、帰りません」

　強く言いながら振り向くと、黒い頭巾をとった、銀色のたてがみの後ろ姿が見えた。

「私は、感情が昂れば、人前に出られない姿になってしまう。私と居ることで、また、傷つけることになるかもしれない。その前に…」

　私は、悲しい言葉をこれ以上聞きたくなくて、清様を後ろから強く抱きしめた。

「清様。私は、あなたが好きで、一緒に居たいんです。清様は、私と一緒に居たくはないのですか」

　過ぎたことを言っているのは分かっている。でも、抑えられなかった。

「清様は、私のことをどう思っているんですか」

　清様は、答える前に、振り向いて両腕に強く抱いてくれた。

　心臓が壊れそうなくらい高鳴り。あごを柔らかな毛に包まれた大きな指で持たれ、上向かされた。

　雲が晴れたのか、明るい月の光に照らされている銀色の狼のお顔。清様はやはり綺麗だなと思っていると、金色の瞳に見つめられ言われた。

「好きだ。出会ったときから、ずっと。もう、すずと離れたくない」

　私は、その言葉に涙をこぼしてしまい、清様がぺろりとなめてくれた。
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「すずを、愛している。もう二度と、離したくない」

　私は清様の言葉に胸がいっぱいになり、視界がぼやけ。唇に触れた柔らかさに思わず閉じた目を、ゆっくり開いた。

「ずっと、すずに触れたかった。嫌ではないかい」

　人間のお顔で銀髪の頭、耳は狼の清様が言い。私は、驚きながらも嬉しく思い、金色の瞳を見つめ小さく頷いた。

「良かった。もう少し、触れてもいいかい」

　私が小さく頷くと、清様が唇と唇を重ねた。二度目の口づけは目を閉じることが出来、三度目、四度目と、深くなっていく口づけに頭がふわふわしてくる。

　唇を温かい湿った舌でなめられて、目を薄く開くと、見えた清様に心臓が止まりそうになった。

「……すず、嫌ならやめるから。言ってくれ」

　清様は、金色の瞳を細め、苦しそうなお顔で言った。

　男性を感じさせるその表情を見ていると、怖さを少し感じるけれど、嬉しいと思ってしまう。

　白川家にお世話になるようになってから、清様が私を見るお顔はとても優しくて。虎太郎君を見るときと同じお顔だと気づき、とても我がままだけれど寂しく思ってしまった。

　今、私を見つめる清様の表情は、同じ部屋で寝ていたときに一度見たもの。

　じっと見つめられていると、ぞくぞくと背中が震えて、私は自ら唇を重ねてしまった。

　唇を離し、少し瞳を大きくした清様に謝ろうとすると、

「すず、愛している。想い合えるなんて、夢のようだ」

　人間と狼が混じったお姿の清様が、明るい笑みを浮かべて言い。私は胸がぎゅっとして泣きそうになり。

「白川様！　こちらにいらっしゃいましたか！」

　着つけをしてくれた女性の声に、我に返った。

「皆さん、おふたりを探されていて。もしかして、奥様が慣れない洋装で、ご気分が悪くなられたのかと。私も、心配で探しておりました」

「それは、申し訳ありませんでした。大変気を使って着付けをして頂いたので、妻の体調は大丈夫です。私のほうが、ひと酔いをしてしまいまして。気づいた妻が外に連れ出してくれ、休んでいたのです」

　いつの間にか、黒い頭巾をかぶった清様が女性に言い。布の下は昇さんと対峙していたときの様な狼のお顔ではないようで、ほっと息を吐いた。

「気分は治りましたので、戻ります。申し訳ないのですが、妻の化粧を直して頂けませんか」

　そう言ってくれた清様と別れ、私は着付けをしてもらったお部屋に向かい。おしろいと口紅を塗り直してもらうと、女性に明るい声で言われた。

「予想通り。皆さま、おふたりの話題でもちきりですよ。奥様のかわいらしさと、美しさ。頭巾をかぶっていても分かる、旦那様の男前ぶり。まるで、西洋のおとぎ話の世界から抜け出たようなふたりだと、みなさんお噂されてます」

　私は、その言葉が素直に嬉しくて、部屋に迎えにきてくれた清様と再び会場に入った。

「おふたりが戻られましたことですし！　皆さま、ダンスタイムと参りましょう！」

　最初に話しかけて下さった、清様が今日の主催者と教えてくれた恰幅のいい男性が言い。

　テーブルが隅に移動され、会場の真ん中の空間が広くとられると、恰幅のいい男性が私達に言った。

「ささっ、今日の会で話題をさらったおふたり。皆さまを、楽しませてあげて下さい」

「えっ」と声をもらすと、清様が私の腰に片手をそえ、私の片手を持って言った。

「すず、大丈夫だ。私に任せてくれるかな」

　頭巾をかぶっている清様のお顔を見つめ、こくりと頷くと、ゆっくりと広間の真ん中へと連れて行かれた。

　私達にそそがれる視線に顔を下に向けていると、音楽が奏で始められた。清様が正面に立ち、おじぎをしたあとで私の腰に片腕を回し。私の片手を柔らかく握り、優しいお声で言った。

「すず、顔を上げて。私に動きを合わせて、身体を預けてくれるかな」

　顔を上げると清様が後ろに一歩下がり、導かれるように一歩前に。ゆっくり左向きに回り、私も。動きを合わせながら、微笑みを浮かべる清様を見つめた。

「すず、上手だね。初めてとは思えないよ」

　嬉しくて、とても頬が緩み。清様は私をとても近くまで引き寄せ、耳元で小さく言った。

「かわいい顔を見せてくれるのは嬉しいが。私以外に、見せたくはない」

　言葉の意味が分かった途端、かあっと熱くなった顔を下に向けた。

「帰ったら、かわいいすずを、ひとりじめしていいかな」

　私は、とても熱い頬で「はい」と小さく言うと、清様は声色を変えて続けた。

「もう少し、踊ろうか。見せたくないと思うが、見せびらかしたくなってしまう。私は、長い間生きているが、すずと居ると子供に戻ってしまう」

　明るい声色に、頭巾の下の人間のお顔と狼のお顔が分かり。私は、綻んでいる顔を上げて、清様と初めてのダンスを楽しんだ。
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「すず、起きられるかい」

　はっと、私は両目を開け。清様の肩に頭を乗せていて、ふたりとも洋装から着替え、帰りの車の中で眠ってしまったのに気付いた。

「もうすぐ家に着く。眠ってしまったことを、謝らなくていい。車の揺れは眠気を誘うからね。慣れないことを沢山させてしまったから、疲れただろう。付き合わせて、すまなかったね」

　頭巾を取っている、人間のお顔の清様。優しい視線と言葉に胸が温かくなり、寄りかからせてもらっていた肩から顔を上げた。

「……謝らないで下さい。私、今日、お誘いを受けて良かったです」

　初めて訪れた豪華な宿泊施設での舞踏会は、洋装をしたこともあり身体は疲れを感じているけれど。それよりも心で感じた嬉しさを、私は口にした。

「初めてのダンス、楽しかったです。みなさんに温かく受け入れてもらったこと、とても嬉しかったです」

　ふたりでダンスを踊ったあと、周りに居る方々は拍手をしてくれ、私達をほめてくれた。

　私は、清様がご自分で言っていた様な悲しい目に遭わず、とても嬉しかった。

「今度は、ふたりであの施設に泊まろう。すずは洋装がとても似合っていたから、今日着付けをして頂いたご婦人の店で、今日より動きやすい洋装を選ぼうか」

　左右を竹林に囲まれた道は真っ暗で、人力車の中を照らすのは左右についたぼんぼりだけ。薄い灯りに照らされた清様のお顔は、明るい笑みを浮かべている。

　私は、本当に良かったと思いながら、頬を緩ませて言った。

「……そんな、私には過ぎたことはいいです。今度、街に行くときは、みなさんで行きませんか」

　街の賑やかさに、特に、虎太郎君がとても喜ぶのではと思い。ふふっと小さく笑ってしまうと、清様が私の頬に唇を落とした。

「ありがとう。そんな風に考えてくれて、皆も喜ぶだろう。しかし、家に帰ったら、私だけのすずだ」

　そう言った、清様のお顔は男の人のもので。胸が大きく音を立てたとき、車が突然停まり身体を強く抱かれた。

「すず、目を閉じて、耳を塞いで、じっとしていなさい。すぐに片づけてくるから」

　とても驚いている私へ、清様は静かに言い。羽織を頭からかぶせて離れていった。

　目を閉じなくても、羽織の中は真っ暗。どっどっと、自分の心臓の音がうるさく。耳を塞ぐ前に、獣の様な、聞いたことのない絶叫が聞こえた。

　身体が勝手に動き、車を出て羽織をとった私は、目の前の光景にかちんと固まった。

「すず。じっとしている様、言っただろう」

　そう清様の声で言った、着物を着ていない、四つ足で立ち発光している銀色の狼。清様の二倍は大きさがあり、身体と同じくらい大きな尾を持ち、前足で動物の様なものを踏んでいる。

「すず、怖いかい。本来の、私の『あやかし』の姿は」

　吊り上がっている金色の瞳、大きく裂けた口の顔が向き。私は、唇が大きく震えて、返事ができない。

「すまない。この姿を、もう、見せるつもりはなかった。この姿で、何かを傷つけようとする姿も。すずに、『化け物』の姿を見せたくはなかった」

　清様の静かな声に、とても胸がしめつけられたとき。私の横を鋭い風が通り過ぎ、気付くと、温かな毛に包まれていた。

「清様！　遅くなって、申し訳ございません！」

「すまねえ！　足止めくらってた！」

　市松さんと竹吉君の声が聞こえて、ほっと息を吐くと。ずるりと、私を包んでいたものが地面に落ちた。

「市松のじいさん！　俺は、かまいたちの奴らを追う！　清様とすず様を頼んだ！」

「竹吉、頼んだ！　若！　若！　しっかりして下さいませ！」

　普段の『あやかし』のお姿と違うおふたり。市松さんは、普通のカラスと変らない姿と大きさで羽を羽ばたかせ。竹吉君は、普段より一回り大きな狐の姿で発光している。

　竹吉君が闇に溶けたあと、市松さんはくちばしに挟んでいたぼんぼりを地面に置き。

「若！　すず様は、ご無事でございます！　若、しっかりして下さいませ！」

　市松さんが話しかけるのは、狼の姿で倒れている清様。普通の成犬ほどの大きさになり、光を発していなくて、ぼんぼりに照らされた銀色の毛が黒い液体で汚れているのが分かった。

　私は地面に両ひざをつき、震えている両腕を伸ばして清様をそっと抱き上げた。

「……すず、無事か。怪我はないか」

　薄く目を開いた清様に、私は声が出ず小さく頷いた。

「……良かった。……すず、怖い思いをさせて、……すまない」

　金色の瞳がゆっくり閉じて、私は大きく叫んだ。
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　私は、正気を取り戻したあと、意識のない清様を両腕に抱えて市松さんと屋敷に帰り。

　待っていたウメさんとお布団に寝かせ、身体を拭いて傷の手当をした。

「すず様、今日は、とても疲れたでしょうから。清様のことは私達に任せて、お休みになって下さいませ」

　人間のお姿のウメさんに言われたけれど、私はぶんぶんと首を左右に振った。

　目を固く閉じて、身体はいつもより小さい。布団の上で苦しそうに呼吸をする狼の姿の清様。今、そばを片時も離れたくない。

「清様は負傷されていますが、お命に関わるようなことはありません。しばらく休まれていれば回復されるでしょう。お風呂を用意しますから、お休みになって下さい」

　そう言ってもらっても、動かずにいると。ひとのお姿のときも柔らかい、ウメさんの両手に両頬を包まれた。

「すず様、ご自分を責めてはいけませんよ。こうして、『あやかし』に襲われることは、清様は日常なのですから」

　ふくよかなお顔に真剣な表情を浮かべた、ウメさんにじっと見つめられ。私はぼろりと涙をこぼしてしまった。

「……私が、言われた通りじっとしておけば。清様は…」

「すず様」と、ウメさんが固い声で私の言葉をさえぎり、続けた。

「先ほども言いましたが、ご自分を責めてはいけません。清様は、すず様がご自分を責めることで、余計にご自身を責めてしまいます」

　ウメさんは頬の涙をぬぐってくれ、柔らかい笑みを浮かべて続けた。

「すず様、お風呂に入って、休んで下さい。清様が目覚められたとき、いつも通りの笑顔を見せてあげて下さい。それが、清様が何よりも望まれることだと思います」

　私は「すみません」と言い、市松さんに任せてウメさんと部屋を出た。

　お風呂を沸かしてもらい、清様の血がついた着物を脱いで入り、血が黒く固まった手のひらを洗っていると胸がとても痛くなった。

「もっと、ゆっくり入っていらして良かったんですよ。ぬか漬けをお出ししますから、少しお待ち下さいね」

　寝間着の浴衣に着替えて居間に入ると、ひとの姿のウメさんが座卓の上にお茶漬けを用意してくれた。

「舞踏会では、ろくにお夕飯は食べられないからと。清様が、用意しておいてくれと言っていたんです。どうぞ、お食べ下さい。清様は、きちんと市松が見ています」

　そう言いながら、ぬか漬けと湯飲みを前に置いてくれた。向かいに座ったウメさんが「どうぞ」と言ってくれ、私はお茶碗と箸を持ち「いただきます」と一口頂いた。

　空腹を少しも感じていなかったのに、さらさらとぬか漬けと一緒にたいらげ、温かいお茶を飲み干して「ごちそうさまでした」と両手を合わせた。

「お粗末様でした。食べることは、生きることの基本ですから。まあ、私は、食べすぎかもしれませんがね」

　明るい声で言ったあと、ウメさんがにっこり笑み。つられて少し頬が緩んだ。

「そうそう、すず様は、そうやってかわいく笑んでいて下さい。清様は、すず様の笑みを見ているとき、とても幸せそうなお顔をされてるんですよ」

　私は胸がぎゅっとなり、ウメさんがお茶のおかわりを注いでくれた。

「すず様、お茶をどうぞ。まだ、お腹に余裕があるなら、何か甘いものでも作りましょうか」

　私は「大丈夫です」と言い、ウメさんのお顔をじっと見つめて言った。

「申し訳ありません。ウメさん、質問することを、お許し下さいませんか」

「謝らないで下さい。今まで、何も言わない私達を受け入れてくれたこと、とても感謝しております。すず様のお優しさに、『あやかし』になってからの私達が、とても救われています」

　そう言ったあと、「ありがとうございます」とウメさんは頭を下げた。

「普通の人間の方に『あやかし』の姿を受け入れてもらい、笑い合って暮らす。そんなことを、私達はもう出来ないと思っていました。清様は、そんなことを、願うことも忘れていると思っていました。すず様に出会うまでは」

　ウメさんが笑んだ顔を上げて、私はとても痛くなった胸で言った。

「……ウメさん。私は、『あやかし』のお姿で構いませんよ」

「ありがとうございます。今から、お話ししてこなかったことを話させてもらいますので。狸の姿ですと、失礼だと思いますから」

　ウメさんが固い声で言い、私が座り直すとお話が始まった。

「清様と私達は、元は普通の人間でした。『あやかし』になったのは、明治維新が起きるずっと前、大公儀おおこうぎ（江戸時代の幕府の呼び名）が日本を治めていた頃になります。『あやかし』になったことで、私達は歳をとることがなくなり、普通の人間の何倍も生かされています」

　私は、言われたことを何度も頭の中でくり返し、小さく言った。

「……生かされている、ということは……誰かに、『あやかし』にされてしまったのですか」

「はい。当時、お上の命で、清様は自ら『あやかし』となることを選びました。普通の人間にとって害となる、『あやかし』のものを退治する為に。今日、おふたりを襲い清様を傷つけたのは、退治すべき『あやかし』のもので、かまいたちというものです」

　清様が踏んでいた、かまいたちの姿を思い返す。

　聞いたことのない鳴き声、吊り上がった両目。大きないたちの様な、両手が鋭い鎌のような姿。

　かまいたちを思い返すと、ぞくりと背中に恐怖を感じ、ウメさんが「大丈夫ですか」とお茶をすすめてくれた。

「清様のお力で、この家と周辺には強い結界が張ってあります。清様が許可したもの以外は近寄ることが出来ず、今日、かまいたちがおふたりに近づけたことは、本来あり得ないことです」

　私の不安を見てとったのか、ウメさんは「でも、ご安心ください」と少し声を和らげて続けた。

「竹吉は、ああ見えて、強い力を持った気狐きこと呼ばれる『あやかし』です。清様が意識を取り戻すまで、きちんと結界を維持するでしょうから、かまいたちが家に入ってくることはありません」

　私が「はい」と返すと、ウメさんは表情と声色を固くして続けた。

「私達が『あやかし』となった理由、清様が『あやかし』を退治していること。今まで言わずにいて、申し訳…」

「ウメさん。謝らないで下さい。あの、どうして、清様は『あやかし』になる命を受けたんでしょう」

　私が言葉をさえぎって聞くと、ウメさんは更に表情を固くして答えてくれた。

「私達が人間だった当時、白川家は小大名として土地を治めていました。取り仕切られていたのは、お父上が亡くなったばかりの、若干二十四歳の清様です。そして、清様が跡を継ぐことを気に食わない家臣が、清様の暗殺を企てました」

　私はまた背中が冷たくなり、ウメさんは続けた。

「家臣の企ては失敗に終わりましたが、お上に知られてしまいました。当時、そのような騒動を起こすことは、お家取り潰しとなる重罪でした。清様は、お父様から継いだ家を守る為、お上からの命を受けました。普通の人間でなくなり、『あやかし』として奉公することを選んだのです」

「……政治が変わって、新政府になったのに。清様は、奉公を強いられているんですね」

「はい。お上は、新政府の人間に変わりましたが。ひとに害をなす『あやかし』は消えませんでしたから。清様は、ずっと、『あやかし』を退治し続けています」

「……ずっと、あんな恐ろしいものと……清様は、対峙しているのですか」

「はい。奉公をしなければ、私達はひとに害をなす『あやかし』とされ、退治されてしまいますから」

　私は、冷たくなっていた身体が、かあっと熱くなった。

「……そんなの、ひどすぎます。皆さんや清様が、何をしたというのですか」

「何もしなくても、普通の人間とは違う姿で強い力を持つということは、それだけで脅威を感じてしまうものでしょう」

　私は、清様の発光していた大きなお姿を思い返し、すぐに返事が出来なかった。

「清様は『あやかし』としてとても強い力を持ち、私達がいなければ自由に生きていくことが出来るでしょう。『あやかし』として力の弱い私達を生かす代わりに、奉公をさせられているようなものです。私達は、清様にとって、足手まといなのですよ」

　ウメさんが優しい笑みを浮かべて言い、私はぽろりと涙を落としてしまった。ふふっと小さく笑ったウメさんは隣に来て、私の涙を指ですくってくれた。

「本当に、すず様はお優しいですね。あなたの様な方がこの家に来て下さって、本当に、良かった」

　私は我慢が出来なくなり、ウメさんに強く抱きついて言った。

「……清様は、皆さんのことを、そんな風には絶対に思っていません。私は、皆さんに会えて、嬉しいです。お母さんみたいな、ウメさんがすごく好きです」

「ありがとうございます」とかすれた声が聞こえたので、少し身体を離すと、ウメさんは狸のお顔で泣いていた。

「私は、厚かましいですが、自分は清様の母親代わりのようなものだと思っています。清様のお幸せを、心の底から祈っています。だから、私達がいなければ、政府に縛られ奉公をすることもなく、普通の人間に紛れて生きていけるのではと」

「……そんなこと、言わないで下さい。私は、清様と、皆さんと一緒がいいです」

　茶色の毛の頬に落ちる涙をぬぐいながら言うと、ウメさんは笑みを浮かべて言った。

「ありがとうございます。長く生きているのに、私は情けないですね」

　私はぶんぶんと首を左右に振り、ウメさんに聞いた。

「……政府は、どうして、……清様に『あやかし』の退治を命じているのですか」

「清様の様に、『あやかし』になったものしか退治が出来ないからです」

「……退治は、続けないと駄目なものなのでしょうか」

「ひとに害をなす『あやかし』の力の源は、人間の負の感情です。それを手に入れる為、普通の人間に危害を加え惑わし、ときには乗り移ることもあります。そして、大きな力を手に入れた『あやかし』は、更なる力を手に入れる為に、戦争や飢餓や災害を起こすこともあるのです」

「……そんなこと、……知りませんでした」

「普通の人間が知らないのは、恐れを民衆に抱かせない為に、お上が『あやかし』にまつわる噂を封じ込めてきたからです。ひとの恐れの感情は、『あやかし』の好物ですから」

　私は狸のウメさんの柔らかいお手々に両手をつながれて、ほっと息を吐いた。

「ひとに害をもたらす『あやかし』は、昔からずっと退治されてきました。退治をする役目を、普通の人間から『あやかし』となり、したいものなどいません。ですが、誰かがやらなければいけない。清様は、お上の言う通りに、大変なお役目を続けていらっしゃるんです」

　おとぎ話のようなお話は本当なのだろう。狸のお顔で真剣な瞳を向けているウメさんに、私は繋ぐ手に力を入れて返した。

「……清様が、……大変なお役目から、解放されることはないのでしょうか」

「おふたりだけで、帝都から逃げてお幸せになること。清様のお力があれば、出来ると思います」

　私は、ウメさんをぎゅっと抱きしめて、強い言葉を吐いた。

「そんなことは、しません。皆で、幸せになるんです」

　ウメさんは「ありがとうございます」と静かに泣いて、私は改めて清様に皆さんと一緒に居ようと思った。






　　　※






『私は、銀だ。私は、『人狼』という化け物だったんだよ』

　私は、見知らぬ青年の両腕の中で、なんとか今の状況を理解しようとした。






　台所の裏にある柿の木は、今年もたくさん実をつけた。豊かに実った柿を勇に食べさせたくて、お父様に知れたら怒られるだろうけど木に登り。

　実をとったと同時に、木から手を滑らせてしまったけれど。私は地面に落下しなかった。

　私は、私を受け止めてくれた、『銀』で『人狼』だという半裸の青年に驚き過ぎて言葉が返せず。

『お陰様で、傷は治った。すぐに出ていき、私のことは忘れさせよう。化け物と会ったことは忘れたらいい』

　銀色の髪の毛、お内裏様のように整った顔。私を助けてくれた、人間の青年の姿になった銀が言い。

　私は金色の瞳を見つめ、思うままを言った。

『……銀、どこに行くの。行っちゃやだ。ずっと、一緒に居てくれないとやだ』






　　　※






「すず、起きたかい。うなされていたが、怖い夢でも見ていたかな」

　目を覚ますと薄暗く、ランプの光に照らされた、人間の清様のお顔がとても近くにあった。

　私はウメさんとお話をしたあと、清様の居る部屋に向かって市松さんと交代した。そばに座っていたのに、いつの間にか同じお布団で寝ているに驚いていると、

「座って眠っていたから、布団に寝かせたんだ。謝らなくていい。」

　清様が柔らかい声で言い。薄暗い中、静かな光を灯す金色の瞳を見つめていると、私は胸がとても苦しくなった。

「……銀。……清様は、銀だったんですね」

　かすれた声をもらすと、涙がこぼれてしまい。清様は私の濡れた頬を唇でぬぐってくれ、明るい声で言った。

「すず、本当に、私のことを好きになってくれたんだね」

　私を見つめる、とても細められた瞳。嬉しそうなお顔を胸に収めた。

「……銀。……忘れて、ごめんなさい」

　二年前、近所で拾った、銀色の毛で金色の瞳の獣。

　怪我を手当てし、お父様を説得して家に置いてあげられることになった。

　とてもかしこくて、家に居るときはいつも一緒で、毎晩一緒に眠っていた。

　銀色の毛並みと金色の瞳がとても綺麗で。寄り添ってくれると柔らかく温かくて、ずっと一緒に居たいと思っていた。

「忘れるようにしたのは、私だ。すず、改めて言わせてくれ。あのとき、助けてくれてありがとう」

　私は、銀にしていたことを、清様にしているのに気付き。両腕を離し、布団を出ようとしたけれど。腕を軽く引かれ、また寝かされてしまった。

「私を助けてくれて、世話をしてくれたこと。忘れたことはない」

　上に覆いかぶさっている清様が言い、そっと唇に唇を落とした。

「ずっと、会いたかった。こうして、触れたかった」

　清様はそっと私の頬を指で触れ、私の顔をじっと見つめて言った。

「すずと、愛し合いたいと思っていた」

　熱を帯びた視線と言葉に、私はかあっと顔が熱くなり。唇が重なって、深くなっていくたび、とくとくと胸の音が大きくなっていく。

「すず、愛してる。もう二度と、離れたくない」

　清様の言葉に、私は胸が詰まって声が出ず。離れた唇が再び重なり、唇を舐められ声が出てしまった。

「すず、言ってくれないか。私を、どう思っているか」

　閉じていた瞼をゆっくり開くと、見えた少し心配そうな人間のお顔に、ふっと小さく笑ってしまった。

「清様、私も愛しています。……銀には、言ってもらえなかったけど。これから、ずっと一緒に居ること、約束をしてもらえますか」

　清様は両目を少し大きくしたあと、とても細めて言った。

「夜にひとりで泣いてないか、ずっと心配だった。これからは、私が抱いていよう」

　二年前の私は、勇の身体に合う薬が見つかった安心感からか、夜中、それまで見ることのなかったお母様の夢を見て泣きながら目覚めることが多かった。

　銀は濡れた頬をなめてくれ、私は温かさを抱きながら安心して眠れた。

　蘇ってくる記憶に溢れた涙を、清様は唇でぬぐってくれ優しい声で言った。

「会えない間、ひそかに、すずの姿を見に行っていた。すずは綺麗な女性になっていき、当たり前だが、私のことを思い出すことはないだろうと思っていた。すずを一番に考えてくれる、普通の人間の男と幸せになるのだと」

　苦しそうな清様のお顔に胸がとても苦しくなり、私は唇を合わせたあと言った。

「……私を一番に考えてくれる。清様と、私は幸せになるんです」

　清様は表情を緩め、唇を柔らかく合わせてくれた。唇が触れ合うたび、私はとても温かく幸せな気持ちになり。大切なことにいまさら気づいた。

「あの、傷は…」

　清様はちゅっと唇を合わせてから、両目を細めて言った。

「大した傷ではないから、心配をしなくてもいい。私の傷の治りは、普通の人間よりとても速いんだよ」

「でも、私のせいで…」

　また唇を合わせてから、清様は明るい声で言った。

「出会ったときを思い出したよ。敵対する『あやかし』に襲われてひどく負傷し、力が弱まって身体を成犬ほどの大きさにしていたが。抱いて家まで連れ帰るのは、大変だったろう」

　二年前と、それから先ほど、私は同じことをしたのだと思い。小さく笑ってから、緩んでいる頬で返した。

「大丈夫です。私は、小柄なわりに力持ちですし。弟の勇を、抱っこし慣れていますから」

　清様は切なそうな顔をしたあと、私をぎゅっと抱きしめて言った。

「こんな華奢な身体で。色んなことを背負いながらも、いつも笑顔でいて。泣くときは、声を殺して。なんて、いじらしくて、かわいい。とても、心が美しい娘だと思った」

　清様の胸に顔をうずめ、自分の胸の音が高鳴っていくのを感じながら。静かで熱を感じる声を聞いた。

「二年前、出会ったときに成犬ほどの姿になっていたのは、傷の治りを早め力を蓄える為だった。数日で傷と力は回復し、出て行こうとした。だが、私はとどまった。すずと、一緒に居たくなってしまったから。普通の人間でなくなってから、初めて、強い気持ちを抱いてしまったからだ」

　清様の胸から顔を上げると、優しく笑んでいる人間のお顔が見えた。

「すずを、何よりも大事にして、幸せにしてあげたいと。一緒に居たいと思ってしまった」

　私は胸がいっぱいになり、清様は優しい瞳で私をじっと見つめて続けた。

「そう思うのと同時に、誰よりも近くに居て、すずの温かさと柔らかさを感じていたい。すずの、私しか知らない顔をたくさん見たいと思ってしまう」

　清様が男のひとの顔になっているのに気付き、私は少しの怖さと嬉しさを感じてしまう。

「すず、嫌だと言うまで、触れてもいいかい」

　私はとくとくと鳴り始めた胸で、小さく頷いた。近づいてくるお顔に両目を閉じると、唇が深く合わさり、私は清様の浴衣の胸元を握った。

「……んっ、……あっ」

　息をしようと唇をずらすと、口内に清様の熱い舌が入ってきて。私は驚き、自分の舌と絡みはじめてしまい、制止の言葉を吐けず。

「……っ、……あっ……んっ」

　口の端から、自分のものでないような声がもれはじめ。身体が熱くて、とても恥ずかしいのに、制止の言葉が吐けないでいると。

「すず、嫌ではないかな」

　清様が唇を離して言い、私は荒い息を整えながら薄く両目を開いた。

「嫌なら、言ってくれ。止めるから」

　苦しそうに瞳を細めている清様のお顔に、私は胸がぎゅっとして、思ったままを言った。

「……嫌ではないです。……私も、……私だけの、清様が見られて嬉しいです」

　そう言ったあと頬を緩めると、清様がふっと笑んで言った。

「そんな、かわいいことを言わないでくれ。これでも、とても我慢をしているんだよ」

　何を我慢しているか聞く前に、清様は深く唇を合わせて、先ほどよりも激しく私の口内をまさぐりはじめた。

　身体がどんどん熱くなり、もれる甘い声を止められないでいると。清様の両手が全身を柔らかくなではじめ、びくびくと身体が跳ねてしまった。

「……っ、……せいさまっ……だめっ」

　浴衣の帯がほどかれそうになり、私は唇を離し薄目を開いて言った。

「すず、君のすべてに触れたい」

　とても熱い瞳で、いつもより低い声で言われ。私は、泣きそうに恥ずかしいのに、こくりと頷いてしまった。

　帯がゆっくりほどかれて、浴衣の前を開けられてしまい。両腕で隠す前に、耳元で囁かれた。

「すごく、綺麗だよ。綺麗で、触れるのが怖いぐらいだ」

　否定の言葉を返す前に、鎖骨に唇が落とされ。首筋から肩、二の腕とどんどん唇が動いていき、私はいつの間にか裸にされ清様の両腕の中に収まっていた。

「すず、寒くはないかい。嫌ではないかな」

　聞こえてきた声に、恥ずかしさから固く閉じていた両目を開き。清様の本当に心配そうな人間のお顔が見えて、小さく吹き出してしまった。

「……清様が抱いてくれているので、とても温かいですよ」

　頬を緩ませて言うと、清様は柔らかな笑みを浮かべて言った。

「ならば、良かった。私に触れられるのは、嫌ではないかな」

　問われたことに頬が熱くなったけれど、私は正直に答えた。

「……恥ずかしくて、何も考えられなくなります」

「すず、嫌ではないのかな」

　じっと見つめられて、私は高鳴りはじめた胸で答えた。

「……嫌ではなくて、心地いいと思うのは……おかしいのでしょうか」

　清様の答えは、深い口づけだった。重なる唇に、口内をまさぐる舌。お風呂に入ったときの様な、それよりも心地いいと思う感覚に包まれ。

　肌へ直に触れる指は優しいのに、なでられた場所からしびれる様なものを感じ。びくびくと身体が揺れ、甘い声が止まらず、両胸を両手で柔らかく包まれてしまった。

「……あっ、……せいさまっ」

　清様の唇が胸へ落とされ、ゆっくり舌とともに這いはじめ。右の頂きに触れて、大きな声が出てしまった。

「……あっ……んっ……っ」

　頂きを唇と舌で優しくいじられるたび声が出て、温かな口の中に含まれてしまい腰が跳ねた。
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「……あんっ……あっ……んっ」

　含まれた頂きを舌で転がされ、そこから感じるものに腰が揺れて声が止まらず。

「……あっ、……りょうほう、やあっ」

　含まれていない左を、指でいじられはじめ。両方の頂きから感じるものに、私は戸惑いながら口づけよりも心地よさを感じてしまう。

「……せいさまっ……へんに、なります」

「……すず、変になるんじゃなくて。気持ち良くなっているんだよ」

　そう教えてくれたあと、清様は両方の乳首への刺激を強めて。私は甘い声を上げ続け、気持ち良さに溶けそうになっていたとき。

「……あっ、……そこ、きたないですからっ」

　左右の太ももの間を触った手に言い、指で擦られた場所に大きな声が出てしまった。

「すずに、汚いところなんてない」

「……あっ……まっ……ああんっ」

　片方の乳首を口に含まれ、指でそこを優しく擦られ。私は、初めての強烈な感覚に、何も考えられなくなってしまった。

「……っ、……あっ、だめっ、……きたないですっ」

　乳首から離れた唇が、下半身のそこを口に含んでしまうのを止められず。唇で食まれ舌で転がされて、激しすぎる感覚におかしくなりそうになり。

「……ああんっ……あっ……せいさまっ、なにかきちゃうっ」

「……すず、かわいいね。我慢せずに、気をやって」

　そう優しい声で言ったあと、清様は再びそこを口に含んで、更に強い刺激をはじめてしまった。

　昇り詰めるような初めての感じに、閉じている瞼の裏がちかちかしはじめ。

「……あっ……もうっ……せいさまっ……ああんっ」

　私は果てを感じたあと、意識が途切れそうになり。清様に強く抱かれて、大きく息をしながら涙で濡れた両目を薄く開いた。

「すず。触れさせてくれて、ありがとう。愛しているよ」

　そう言った両目を細めている清様は、人間のお顔で銀色の頭に狼のお耳。私は、胸がきゅっとなり、二年前よりも想いが深まっているのを感じながら言った。

「……清様。私も、愛してます。……起きたとき、居てくれますか」

　清様は両目を少し大きくしたあと、私の両目を隠して言った。

「ありがとう。幸せ過ぎて、怖いぐらいだ」

　答えを聞きたいのに、私は強い眠気に勝てず。突然、清様が首筋を噛んできた。

「これで、すずは私のものだ。もう、二度と離れない」

　清様の嬉しい言葉に、閉じている両目から涙がこぼれ。私は眠りへと落ちてしまった。

















第四話
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『姉様。どうして、銀は、食事をひとりでするのですか。どうして、お風呂に毎日入り、首輪をしないのですか。普通の犬と、姿もですが、まるで違うのはどうしてですか』

　弟の勇は、八歳にしては聡すぎる子だ。銀が普通の犬ではなく、『人狼』ということを気づきそうで冷や冷やした。

『すまない。私が正体を明かしてから、普通の人間の様に気を遣ってもらっているからだな』

　夜、ひとつの布団に一緒に寝て、獣の姿の銀とおしゃべりしながら眠るのが日常になり。家族に秘密にしている罪悪感はなく、銀とふたりの時間を楽しんでいた。

『すずは、女学校を卒業をする頃には、普通の人間の男がそばに居てくれるようになる。それまで、私はすずを見守るよ』

　ある夜そう言われ、私は否定の言葉を返した。

『人狼』の正体を隠しておかなければいけないのに、ひとの姿になってまで私を助けてくれた。銀が居ればいい。

『では、毛むくじゃらの男を探すといい』

　銀が意地悪を言うので、首に思いきり抱きついて言った。

　私は、狼の姿でも、人間の姿でも、綺麗で優しい銀がいい。

『私は、普通の人間ではないから、一緒にはいられない。すずは、普通の人間なのだから』

　銀が意地悪を言うので、私はつるりとした毛に顔をすりつけて言った。

　私は、銀がいい、銀じゃないと嫌。

『ありがとう。じゃあ、それが本当なら。解けるものをかけておこう』

　今日は意地悪だなと思い、私は銀の温かさを感じながら眠りについた。






　――翌朝、銀の姿がなくなっているなんて、忘れることになるなんて思わずに。
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　小鳥の声に目を覚ますと、私はひとり布団に寝ていた。慌てて上半身を起こすと、部屋のふすまが外から開かれ。

「おはよう！　すず様、今日は、昨日いなかったぶん、俺と虎太郎とぞんぶんに遊んでもらうぜ！」

　そう明るい声を上げながら、人間の姿の竹吉君が入ってきた。

「とりあえず、朝食だな！　その前に、おちょうずまで、俺が抱えていってやるな！」

　布団のそばに立った竹吉君が両腕を伸ばしてきて、私は口を開いた。

「……竹吉君。清様は、どこにいらっしゃるの」

　竹吉君はにっこりと笑み、私の身体を水平に抱えてしまった。

「……竹吉君、答えて」

「すず様。今日は、大人しくこの家に居てくれないか」

　竹吉君は声色を変えて言い、続けた。

「昨日の夜、清様ひとりだったら、あんな奴らすぐに倒せた。もう、清様が傷つくのは嫌だろう」

　私は口を開けず、竹吉君はにっこりと笑んで続けた。

「すず様のせいって言ってるんじゃないよ。あいつらは、ずる賢くて、清様を傷つける為なら手段を選ばない。昨日の夜は、すず様が一緒だったから、いつもより清様が動けないと分かって襲ってきたんだろう」

　表情と違う固い声で言ったあと、竹吉君は私を下ろして続けた。

「清様は、お上に言われるまま、長年普通の人間に害を与える『あやかし』を退治してきた。だから、恨みを相当かってる。あいつらは、隙があれば、清様を狙ってこようとする」

　とても重たく感じる話に、口を開くことは出来ず。自然と下を向いた顔を、両頬を持たれ上向かされた。

「昨日の夜のことは、すず様のせいじゃない。清様は、昨日の後始末に行っているから、一緒に帰りを待とう」

　明るく、とても強い言葉にうなずくと。竹吉君が私から手を離して、にーっと笑ってくれた。

「大丈夫！　すず様は、清様のものになったから。もう、傷つくことはないからね！」

　私が首を傾げると、「すず様ー！」と現れた虎太郎君が私の下半身に抱きついた。

「すず様、おはよう！　あれ？　すず様が、清様のものになっちゃった！」

　下から見上げる、人間の姿の虎太郎君が言い。私が首を傾げると。

「竹吉！　虎太郎！　おふたりの寝室に、勝手に入るんじゃないよ！」

　ウメさんの怒声が聞こえて、ぼんっと煙が上がり。金色の狐になった竹吉君が狸になった虎太郎君を肩車して、部屋を脱兎のごとく出ていってしまった。

「すず様、申し訳ありません。あとで、ふたりにきつく言っておきますから」

　そう言ったあと、ウメさんは私の顔をまじまじと見つめ、煙を上げて狸のお顔と身体になった。

「すず様、おめでとうございます！　これは、お赤飯を炊かなければ！」

　毛に包まれたウメさんのお手々に両手を握られ、私は首を傾げた。

「清様と、心に、身体も結ばれたのですね。おめでとうございます」

　少ししてから、言われたことが分かり。私は、昨晩の清様とのことを思い返してしまい、顔がとても熱くなった。

「私もですが、この家のものは獣の『あやかし』なので、鼻がとてもよく効くのです。獣の『あやかし』は、獣がつがいを作るときと同じ様に、伴侶の身体に自分の匂いやしるしを残すのですよ」

　そういうものなのかと思い、清様に残されたものを考えていると。

「清様のされたことですから、大事はないと思うのですが。何か、お身体がおかしいと思ったらすぐに教えて下さいね。すず様は普通の人間で、私達と違ってとてももろいお身体をされていますから。絶対に、我慢はしないで下さいね」

　声色を変えたウメさんは、黒々した瞳で私をじっと見つめて言い、続けた。

「すず様、これから一緒に過ごす中で、清様や私達を恐れることは当たり前のことと思って下さいね。恐れるということは、きちんと見ているということですからね」

　私は熱が下がった頬を緩め、ウメさんに抱きついて言った。

「……ウメさん、ありがとうございます。ご心配ばかりおかけして、すみません」

「口うるさい姑の様で、ごめんなさいね。私は、清様はもちろん大事ですが、すず様の味方ですから。若は、女心にうといところがありますから、何かあれば言って下さいね。お説教をさせて頂きますから」

「はい」と身体を少し離すと、ウメさんは明るい声で続けた。

「まさか、若のお子が見られるかもしれないなんて。若と『あやかし』になったときは、思いもしませんでした」

　少しして、私は顔が熱くなり。ウメさんは、にっこりと狸のお顔で笑んで言った。

「若は、私達が『あやかし』になったことはご自分の責だと言いますが、私達は自らの意志で若のそばに居ることを決めました。若が自分を責めるときは、叱ってあげて下さい。そんな風では、ふたりのお子にいいことがないと」

　胸がぎゅっとなって、「はい」と返したとき。ウメさんとの間に強い風が吹き、思わず目を閉じた。

「化け物が、すずに触れるな。お前たち化け物が、戯言をほざくな」

　聞こえてきた、とても冷たい、聞き覚えのある声に温度が下がり。ゆっくり目を開いて、見えた光景に身体が固まった。

「すず、迎えにきた。さあ、早く、こんな化け物屋敷から出よう」

　声の主は、やはり昇さんだった。軍服姿でブーツを履いたまま、畳に倒れている狸のウメさんを片足で踏んでいる。

　私は、嫌に心臓が高鳴っていき、夢ではないだろう景色に目を見開いたまま言った。

「……昇さん。……ウメさんから、足をどけて下さい。化け物なんて、言わないで下さい」

　大柄な昇さんは、足が震えている私を見下ろして言った。

「すず、かわいそうに。お前は、この家の化け物たちに、あの人間のふりをしている狼男に騙されて、正常な判断が出来なくなってしまっているんだ」

　昇さんは、お父様やご兄弟が軍人のお家だからだろう、幼い頃から厳しいひとだった。

　通っていた剣道場の先輩で、稽古のときは女子だろうと容赦なかった。でも、昇さんは私を妹の様に構ってくれて、勇のことも可愛がってくれた。

「すず、もう、大丈夫だ。俺が、すずを助けてやるから」

　交流があった頃と、今、目の前に居る昇さんは同じに見えない。

　姿かたちは同じだけれど、私を見る瞳からは生気が感じられず。厳しいながらも、にじみ出ていた優しさは微塵も感じられない。

「……昇さん。私は、正気です。ウメさんから足を離して下さい。ひどいことを、しないで」

　昇さんに踏まれている狸の姿のウメさんは、両目を閉じ気を失っているように見える。今の昇さんからは正直怖さを感じるけれど、ウメさんを助けなければと強く思う。

「何を、さっきから言っているんだ。化け物は、害を与えてくるものだぞ」

「……ウメさんは、このお家のひと達は、私に害など与えてきませんでした。今、ウメさんに害を与えているのは、昇さんです」

　そう言ったと同時に、しゅっと、頬に風を感じ。熱さと痛みから、皮膚が切れたのが分かった。

「すず、何だ、その口の利き方は。やはり、化け物に騙されて、正気をなくしてしまっているな」

　ぎろりと昇さんににらまれ、私は震える唇ではっきり返した。

「昇さん。いい加減にして下さい。この家から、出ていって下さい」

　昇さんが両目を大きくし、私が身構えたときだった。

「母上を、はなせ！　すず様を、いじめるな！　ばけもの！」

　部屋に現れた、狸の姿の虎太郎君が言い。昇さんが顔を向けたと同時に、しゅんっと、風が虎太郎くんに向かうのが見えた。

　私は「だめっ！」と大きく叫んで、その刹那、辺りが強い光で包まれた。

　しばらくして、閉じてしまっていた目を開けると、両腕の中に居る虎太郎君にほっと息を吐き。そばに倒れている姿に、温度が下がった。

　成犬ぐらいの大きさのいたちが、目を閉じて仰向けに転がり。前足が鋭い鎌のようにとがっていることから、かまいたちだと分かった。

「すず様、すごい！　僕も、すず様みたいに、化け物をたおしたい！」

　虎太郎君が明るい声で言い、後ろから、とても低い声が聞こえた。

「……すず、化け物から離れろ。俺と、ともに来い」

　振り返ると、両ひざを畳につき、苦しそうな顔をした昇さんが居た。片手で気を失ったままのウメさんの首根っこをつかみ、片手で短剣を向けている。

「母上を、はなせ！　ばけもの！」

　大きく言った虎太郎君をしっかりと抱き、私はすうっと息を吸ってから言った。

「昇さん。ウメさんを離して下さい。言うことを聞きますから、ウメさんや虎太郎君、この家のひとに害を与えないで下さい。力でも、言葉でも」
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　私は、とても心配そうな虎太郎君に、「大丈夫、いってきます」と残して部屋を出た。

　すぐ後ろに居る昇さんに指示を受け、白川家を出て竹林を抜け。民家がとても遠くに見える道を歩き、もう使われていないだろう朽ちかけた芝居小屋に入った。

　屋根がところどころ落ちているので、外観よりも中は明るく。板張りの壇上は健在で、ゴザが敷かれた客席は余計にがらんとして見え、とても寂しい場所に思えた。

「すず、止まって、ゆっくり座れ」

　私は、背中に短剣を突きつけている昇さんの言う通りにする。

「予定が狂ってしまった。『化け物伯爵』め、すずに妙な術をかけやがって」

　後ろで、そう言いながら登さんが両ひざをついたのが分かり、私は振り返らずに言った。

「昇さん。清様を、その名で呼ぶのはやめて下さい」

「うるさい!!」と昇さんが大きく言い、ごほごほと咳込んだ。

「……昇さん、大丈夫ですか。家を出る前から、お顔の色が悪かったですが」

「『化け物伯爵』のせいだろうが！　すずに妙な術をかけていたお陰で、手下が一匹やられて、俺の中のヤツも相当くらってしまった!!」

「昇さん、その名で呼ぶのをやめて下さい」

「本当のことだろうが！　俺から、すずを奪いやがった！　俺は、俺の中のヤツと契約してまで、すずを手に入れようとしていたのに!!」

　私はゆっくり振り返り、やはり顔色の悪い昇さんに言った。

「昇さん。どういうことですか。私の知らないことを、お聞かせ願えませんか」

　少ししてから、昇さんは顔を下に向け語り始めた。

「……昨日の夜と、先ほど、姿を見たろう。俺の中には、あれらの親玉が居る。かまいたちと呼ばれる『あやかし』だ。『化け物伯爵』に相当な恨みを持っている」

　私は、怪談のような話をなんとか理解し、昇さんに聞いた。

「昇さん。『化け物伯爵』ではなく、清様です。どうして、そのようなものが、昇さんの中に居るのですか」

「すず、全く、うろたえないのだな。やはり、あいつらに…」

「私は、皆さんから害を受けてませんし、正気です。うろたえていない訳ではありません。今は、昇さんのお身体を助けたいと思っています」

　昇さんは、少ししてから小さく笑い声を上げ、顔を上げないまま続けた。

「どうして、そんな風に思える。俺は、すずの家を窮地に追い込んだんだぞ。だから、すずは、『化け物伯爵』に嫁ぐことになってしまった」

　私は、すうっと息を吸ったあと、昇さんの頬を平手で軽く叩いた。

「何度も、言わせないで下さい。清様のことを、そんな風に言わないで下さい。私が清様へ嫁いだのは、自分で決めたことです」

「家の為に、すずは自分を犠牲にして、融資をしてくれる『化け物伯爵』に嫁いだのだろうが」

「違います。私は、私を一番に大切にしてくれるひとの許へ、お嫁にいくことを決めていました。私が一番大切にしている家を助けてくれるひとなら、私を大切にしてくれるだろうと思ったんです。それに…」

「ならば、俺でも良かっただろう。どうして、待っていてくれなかった」

　清様のお名前を聞いて婚姻を決めたことを言おうとすると、昇さんがとても固い声で言い。私は、はっきりと返した。

「すみません。先に、昇さんとの縁談のお話があったとしても、私はお断りしていたと思います」

　昇さんがゆっくり顔を上げて、私は清様への想いを語った。

「忘れてしまっていたけれど、ずっとお会いしたかったのだと、清様に再びお会い出来て分かりました。私には、このひとしかいないと。清様と離れることは、もう出来ません」

　大きく両目を開いている昇さんに、私は頭を下げて続けた。

「昇さん、すみません。私は、清様を愛しています。あのお家の方々が好きで、清様とともに一緒に居たいと思っています。もう、清様と皆さんに、害をなすようなことはしないで下さい」

　そう私が言ったあと、少しして、昇さんがとても小さく言った。

「……では、俺は何の為に……化け物を、この身に宿した。……化け物に利用され、すずの出会いを助けただけか」

「昇さん。事情を、詳しく教えてくれませんか。清様は、大きな力をお持ちの様ですから、相談すればなんとかなるかもしれ…」

　顔を上げながら言っていた私は、突然、首を昇さんの両手で強くしめられ声を出せなくなった。

「……化け物になど、救われてたまるか」

　昇さんは、顔を下に向けて小さく言い。私は、息苦しさから視界がぼやけ、景色と暗闇が交互に見えだす。

「……俺は、化け物にすずを奪われた。……化け物に渡すぐらいなら……すずを殺して、俺も死ぬ」

　私は声が出せず、昇さんの手をほどくことも出来ず。何も見えなくなっていき、意識が途切れそうになったとき。

　上からとても大きな音がして、私の首をしめつける昇さんの手から力が抜け。ほどかれたかと思うと、身体がふわりと浮いた。

「すず、すまなかった。怖い、痛い想いをさせてしまって」

　私は、両目をゆっくり開き、見えた清様の狼のお顔に涙がこぼれた。

「もっと早くに来られなくて、すまなかった。怖かっただろう」

　清様が優しい声で言ってくれ、水平に抱き抱えられたまま私が左右に首を振ったときだった。

「……化け物!!　すずを返せ!!」

　とても大きな声を上げ、昇さんが清様に刃物を振り下ろすのが見えた。私は「だめっ!!」と叫んで、また、強く白い光に包まれた。

　一拍置いて、閉じてしまった両目を開け、目の前の光景に驚いた。

『銀！　誰か、銀を見なかった？　どこにも居ないの！』

　実家に居る、寝間着の浴衣姿で白い顔をした私。朝起きると一緒に寝ていた銀の姿がなくて、必死にあちこちを探している。

　二年前の光景を目にして、私は、過去の私に向かって叫ぶ。

　――早く！　早く、銀を見つけて！　銀が、昇さんと会わないようにして！

『昇さん！　銀に、何してるんですか！』

　現在の私の叫びは届かず、過去の私は屋敷を出てから銀を見つけた。

　銀は成犬程の大きさの狼の姿で、竹刀を持つ昇さんに追い詰められている。過去の私は銀の前に立ち、昇さんをまっすぐに見て言った。

『銀に、何かしたら許しません！　銀は、私の大事なひとです！』

　朝稽古の帰りだろう、道着姿の昇さんは眉間にシワを寄せ。とても固い声で、吐き捨てる様に言った。

『すず、何を言ってるんだ。あれは、ひとでも犬でもなく、どう見ても狼だ。ひとに害を与える害獣だ。もう十五歳で、子どもではないのだから分かるだろう』

『分かりません』と私は言い、目を見開いた昇さんへはっきりと言った。

『私は、銀と一緒に居たいんです。銀が、なんであろうと構わない。害なんて与えない、温かくて優しい、綺麗なひとです』

　少しして、昇さんはいつもより低い声で言った。

『何が、ひとだ。そこに居るのは害獣だ。すず、目を覚ませ』

　そう言ったあと、昇さんは私の肩を持ち地面に倒した。

『保健所に連絡し、殺してもらう。人に害をなす獣は、人が住むところに居るべきじゃない』

　私は上半身を起こし、昇さんの腕に絡みついて言った。

『銀は、害なんてなしません。私と、一緒に居るんです』

『すず、いい加減にしろ。離せ』

　次の瞬間、私を振り払おうとする昇さんの動きが止まった。

『いい加減にするのは、貴様だ。すずに、害を与えるのをやめろ』

　あの日の私は、昇さんの腕を掴む、人間の姿になった銀に驚いている。現在の私は、昇さんがこれから言うだろうことに、すでに怒りを感じている。

『化け物！　すずを、たぶらかしたか！　化け物の分際で、身の程を知れ！』

　過去の私が口を開く前に、銀は昇さんの顔を片手で隠し言った。

『貴様の言う通りだ。私は、身の程をわきまえず、すずと一緒に居たいと思った。長居をしていることがお上に知れ、出ていくよう言われた。だから、ここから去ろうとしている。貴様の記憶からも、すずの記憶からも、私はいなくなる』

　そう銀が静かに言ったあと、昇さんはその場に崩れ。銀の身体は光に包まれて、とても大きな狼の姿になり。地面にへたり込んでいる私の前へ、四つ足で立った。

『すず、すまない。私は、行かなければ』

『やだ！　銀、行っちゃやだ！　私、銀が好きなの！』

　私は、子どものように涙を流しながら言い。銀は、顔をぺろりとなめてくれた。

『ありがとう。先ほどの言葉だけで、充分だ。これから、私は、すずが幸せでいるよう見守っていくから』

『……そんな、悲しいこと言わないで。……こうして、触れられて、温かさを感じられることが。すごく、嬉しいの』

　私は銀に抱きついて言い、銀はとても静かに言った。

『一緒にいることは出来ないと、命が下ってしまったんだ。私が去っても、すずが私のことを忘れなければ、迷惑がかかってしまうんだよ』

　私は、『やだっ』と銀に強く抱きつき。少ししてから、銀が少しだけ明るい声色で言った。

『では、もしも、また出会えたとき。すずが、また、私を好きになってくれたら。もう二度と離れず、私が幸せにしたい』

　私は、これ以上我がままを言えないのが分かり。銀から離れて、じっと金色の瞳を見つめて言った。

『……私、また、銀を好きになるよ。忘れても、思い出すから』

　銀が頬を舐めたあと、過去の私は銀の綺麗な毛の中に倒れ。現在の私は、二年前聞けなかった言葉を聞いた。

『私の本当の名は、白川清と言うんだ。名も明かせず、最後に嫌な思いをさせてしまって、すまない。すず、私は、すずが好きだ。もう会えなくても、また出会えて思い出してくれなくても。私は、すずを見守り続け、愛し続けるよ』
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「すず、気づいたかい。どこか、痛いところはないか」

　目を覚ますと、銀髪に金色の瞳、人間のお顔の清様が見え。私は両腕を伸ばし強く抱きついた。

「すまなかった。たくさん、怖い思いをさせてしまったね」

　彼の温かさを感じながら、優しい声を聞き。ぽんぽんと背中を叩かれて、絞り出すようにして言った。

「……清様、好きです。……昔のことを全部思い出して、もっと好きになりました。……だから、もう二度と、離れないで下さい」

　清様が強く抱きしめてくれ、このままふたりで溶けてしまいたいとすら思った。

「本当に、ようございました。おふたりが固く結ばれ、これ以上の幸せはございません」

「この市松、若のお幸せな姿を見られて、感無量でございます。殿も奥方も、とても喜ばれていると思います」

「いいなあ！　俺も、若みたいにつがいが欲しくなってきた！」

　ウメさん、市松さん、竹吉君の声に、私は固まり。清様がゆっくり離れて、白川の屋敷で布団の上に居るのが分かった。

「すずは無事に目が覚めた。皆が、献身的な看護をしてくれたからだろう。深く、礼を言わせてくれ。ありがとう」

　布団のそばに座る、人間の姿をしている皆さん。清様が頭を下げて、煙が上がったあと本来のお姿になった。

「若、こちらこそ、ありがとうございます。おふたりの幸せを見られるのは、この上ない喜びです。それでは、すず様が目覚められたお祝いに、宴の用意をしましょうね」

「この市松、そのようなお言葉、身に余るものでございます。ウメ、よいことを言うではいないか。では、私は、祝いの舞を舞わせて頂きます」

「やったあ！　ごちそう！　酒！　あー、すず様のおいなりさんが食べたいなあ！」

　狸のお顔と身体のウメさん、黒いカラスのお顔に人間の身体の市松さん、二本の尻尾をぶんぶんと振っている金色の狐の竹吉さん。お三方の楽しそうなお顔と様子に、頬がとても緩み。

「あー！　すず様！　起きたのー！」

　狸の姿の虎太郎君が部屋に入ってきて、私の太ももの上に乗った。

「良かったあ！　すず様、これ、あげる！」

　虎太郎君は、私に野花を渡して続けた。

「庭で一番きれいなお花、すず様にあげてたら起きるって、母上が言ってたの。僕のおかげかな」

　私は胸がとても温かくなり、虎太郎君に「はい」と言った。

「皆、すまないが。すずとふたりで話をしたいので、出てくれるか。虎太郎、すずはもう大丈夫だから、離れなさい」

　私に抱きついた虎太郎君は、清様のお顔を見上げて言った。

「僕たちのこと、忘れさせて、すず様をおうちに帰さない？」

「そんなことは、もう、しなくていいように動いた。すずは、私達とずっと一緒だから、安心しなさい」

　虎太郎君は「分かった」と言い、「あとでね！」と私から離れた。

「すず様、お話が終わられたら、私の許へ来て下さいね」

　そうウメさんが言ったあと、皆さんは部屋を出て行き。「そのままでいい」と私におっしゃって、布団のそばに座る清様が静かに語り始めた。

「すずは、一週間、眠り続けていたんだよ。その間に、色々なことがあったから。今から話してもいいかい」

　清様は私から花を受け取り、枕元近くの瓶に挿してから言った。多分、虎太郎君が見つけてくれていた花たちが挿してあり、もう枯れそうなものもあった。

　私がこくりと頷くと、清様は湯飲みをすすめてくれた。

「ウメが煎じた、滋養強壮に効くものだ。すずが寝ている間にも、飲ませてくれていた」

　私は「ありがとうございます」と、一口飲んだ。苦さにむせそうになり、我慢をしていると清様が明るい声で言った。

「『あやかし』になる前から、私も飲まされていた。その味に、私も慣れることは出来ていない。少しずつでいいからね」

「はい」と返すと、清様は優しい笑みを浮かべた。

「良かった。すずが目覚めなかったら、私も後を追おうと思っていた」

　私は湯飲みを置き、思ったままを言った。

「……そんな。そんなのダメです。せっかく、また出会うことが出来たのに。もう、ずっと一緒に居られるんですよね」

「そうだね。一緒に居られるようになったのは、すずのお陰なんだよ」

　清様は柔らかい笑みで言ったあと、固いお顔と声で話をはじめた。

「まずは、謝らせてくれ。一週間前の朝、前川昇さんがこの家に入れたのは、私の落ち度だ」

　私は昇さんの正気でなかった姿を思い返し、口を開く前に清様が続けた。

「前川昇さんは、体内に居たかまいたちがいなくなり、もう日本を離れ陸軍のお仕事で外国に行かれた。健康状態に異常はなく、ご自分の過失を反省する為、今回の記憶を持ったまま国を守る仕事に精を出すと言っていたよ」

　ほっと息を吐くと、清様は静かに続けた。

「順を追って話そうか。一月前、古美術商のすずのお父上は、取引相手に値の張る品ばかりを騙しとられてしまっただろう。すずのお父上に金銭を払わず逃げた人物は、体内のかまいたちにそそのかされた、前川昇さんが用意したものだ。品は、前川昇さんの赴任先だった、九州で保管されていた。数日中に、お父上の元へ返ってくる手はずになっている」

　言われたことを頭の中でくり返し、理解をしてから口を開いた。

「……どうして、そそのかれたとしても、昇さんはそんなことをしたのでしょうか」

「彼の理由は、私の口からは語らないが。かまいたちが彼を利用した理由は、すずに近い人物だったからだろう」

　清様は、私が質問を続ける前に固い声で続けた。

「ひとに害を与える『あやかし』が、普通の人間に甘言をささやき、利用することは少なくない。かまいたちは『あやかし』としての力は弱いが、数が多く組織で動き風の様に現れては素早く逃げ、ねぐらを隠すのが上手い。長年、帝都への侵入を防いでいるが、二月ふたつきほど前から姿を現すようになっていた。かまいたちが、すずに目をつけ前川昇さんを利用したことは、敵ながらとてもよい戦法だったと思う。すずは、私の唯一の弱点だからね」

　私は口を開くことが出来ず、清様は静かに言った。

「かまいたちは、すずが窮地に陥ったら、私が動き隙ができると考えたのだろう。その為に、前川昇さんを利用した。私は原因を探り、すずのお父上に婚姻の話を持ちかけた。すずを家に呼び、かまいたちが現れるのを待とうと思ったからだ」

「……では。……清様は、私と再び出会う為でなく…」

　私の唇を長い人差し指で押さえ、清様は「すまない」と言って続けた。

「言い方が悪かったね。すずに婚姻を申し込んだのは、本心からだ。かまいたちの件にかこつけて、すずと再び出会う為に家に呼んだんだ」

　金色の瞳に見つめられて言われたことに、胸がどくんと鳴り。

「別れてから二年の間、すずをずっと見てきた。想いは募るばかりで、薄れることなどなかった。私を忘れていても、好きと思われなくても、ただ、すずの綺麗な瞳に映りたかった」

　熱を帯びた金色の瞳に見つめられ、清様の指が唇をなぞり。どくどくと胸の音が高鳴っていく。

「そんな、かわいい顔を見せないでくれ。今、必死に、触れたいのを抑えてる。今晩は、触れてもいいだろうか」

　その言葉に、心臓が止まりそうになり。熱くなった顔で頷くと、私から手を離した清様がにっこりと笑んだ。

「話を戻そうか。すずのお父上の性格から、婚姻の話を受けて頂けるかは分からなかった。受けて頂けなかったときは、金銭を置いて、すずをさらってしまおうと思っていた。一時は大事になるが、私はひとの記憶を消す力があるからね」

　私が驚いていると、清様は明るい声で続けた。

「一時でも、すずのお父上や弟君に、心配をかけずすんで良かった。すずが想う様に、お二人はとてもすずのことを想っているから。改めて、一緒に、柳原家へごあいさつに行かせてもらってもいいだろうか」

　私は「はい」と頬を緩ませて言い、清様は瞳をとても細めて続けた。

「すずがこの家に来てくれてから、かまいたちのねぐらを探したが見つからず、この家に現れることはなかった。舞踏会の誘いを受け、前川昇さんが来られることを知り、密かに市松と竹吉を連れてすずと向かうことにした。前川昇さんと接触はあったが、かまいたちが何かをしてくることはなく、会をただ楽しんでしまった」

　清様の少し固くなった声に、私は思ったままを言った。

「……私が、この家に来る前から。……昇さんが、かまいたちと関わっているのを知っていたんですね」

「知っていて言わなかったのは、前川昇さんが『あやかし』と関わっていたからだ。普通の人間に『あやかし』の話をしたり、『あやかし』の姿を見せることは禁止されているからね。今回の件で、本来なら、私はお上からきつい責めを受けていたところだが。すずのお陰で、免れることになった」

　清様は少し間を置き、さらにお顔を固くして続けた。

「舞踏会の帰り、私は油断をしていた。そのせいで、かまいたちに襲われてしまい、すずに怖い思いをさせてしまった」

　私が否定をする前に、清様は私の首筋を指でなぞって言った。

「怪我の功名というやつだろう。かまいたちに襲われたあと、私は決心することが出来た。再び出会ってからも、すずは私を好きと言ってくれ、今度こそ離れないでいようと思った。だから、すずに触れて、私の伴侶のしるしを刻んだ」

　私は、行為を思い返してしまい、熱くなった顔を下げた。

「結果、とてもよい方向に全てが運んだが。同意を得ず、しるしを刻んでしまった。すずを、普通の人間とは違うものにしてしまったかもしれない」

　とても固い声に、私は熱が下がった顔を上げて言った。

「……私は、ウメさんからしるしのことを聞いて、嬉しいと思いました。清様の妻に、本当になれたんだって」

　清様は首筋から頬に手を置き、額と額をつけ柔らかい声で言った。

「ありがとう。本当に、私は、すずにもらってばかりだな」

　私は何もあげた覚えはなく、清様は顔を離して明るい顔を見せてくれた。

「必ず、返していくよ。幸せにする」

　私は言葉に胸がぎゅっとなり、清様は真面目なお顔になって話を続けた。

「伴侶のしるしを刻むときは、自身の力を注ぐことになる。私は、力が回復しないまま、かまいたちの退治にいった。ねぐらを探すのに集中し、家の周りに張ってある結界が薄くなり、前川昇さんの侵入を許してしまった。私が焦り過ぎた結果、家のものを傷つけ、すずはさらわれることになってしまった。竹吉の知らせがもう少し遅ければ、すずはどうなっていたか。すずの伴侶として、この家の主として、私は失格だろう」

　私が否定をする前に、清様は私の片手を両手で握り言った。

「虎太郎を助け、私を助けてくれて、ありがとう。私は力を分け与えたが、それをどう使うかはすずの心次第だった。すずが自分を守る為ではなく、誰かを守る為に力を使ったことで、お上は私とすずの婚姻を認めてくれた」

　私は、どういうことか分からず。清様はふふっと笑ってから続けた。

「虎太郎が襲われそうになったとき、私が刺されそうになったとき、強い光で相手を気絶させてくれただろう」

「……あれが、清様がくださった力で、私が使ったものなんですか」

「そうだよ。すずの誰かを守る為の光はとても強くて、前川昇さんの中のかまいたちはたまらず外に出るしかなかった。おかげで、かまいたちの親玉と、その手下を一掃することが出来た」

　私はとても驚き、清様は静かに続けた。

「今回の件で、お上は私達を認めてくれた。だが、普通の人間にない力を使い、すずは眠り続けていた。目が覚めて、良かった」

　包まれている手に力が入り、私は苦しくなった胸で言った。

「ご心配を、おかけしてすみませんでした。清様、私は、存外丈夫に出来ていますから。絶対に、清様より先に逝かないですよ」

　なんの保障もないことを言うと、清様が私を強く抱いた。私は清様の背中をぽんぽんと叩き、胸に広がる温かさと幸せから少し泣いてしまった。
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　清様とのお話のあと、私はウメさんの許へ行き。お風呂を沸かしてもらい、一週間寝ていた身体を伸ばしてから、ウメさんが用意してくれていた着物を着つけてもらった。

　目の前の姿見の中には、着るときに躊躇してしまった、上等な引き振袖を着た自分が映っている。

　浅葱あさぎ色地に飛翔鶴が描かれた着物、金色の古典柄の丸帯。自分には過ぎるお召し物は、うっとり見つめてしまうほど素敵で。大人らしく結ってもらった髪と施してもらったお化粧に、とても合っていると思うけれど。

「……私、大丈夫でしょうか。……清様は、変に思わないでしょうか」

　人間の姿のウメさんに、不安な私は聞き。ウメさんは、にっこりと笑って言った。

「大丈夫です。とてもお似合いで、お姫様のようです。どんな格好でも、清様はすず様を美しいと思うでしょうが。変に思うどころか、美しさにお声が出なくなるのでは」

　私は褒められ過ぎて顔が熱くなり、ウメさんは明るい声で言った。

「このお着物は、清様のお母上様が輿入れしたときに着ていたものなんです。私は、元々清様のお母上様の侍女で、生涯をともにさせて頂きました」

「そんな、大切なお着物を。私なんかが、着せて頂いていいんですか」

「あのお方は、すず様をとても気に入り、このお着物を譲ったはずです。かわいらしくて、とても優しくお強い。すず様は、清様の奥方として文句のつけどころがありませんから」

　自分はそんなにいいものではないですと言おうとしたけれど、ウメさんは私の両手を握って言った。

「すず様、虎太郎と若を助けて下さって、ありがとうございます。このご恩は、必ず、お返ししますから」

「……そんな、大層なことはしていません。私がお二人を助けられたのは、清様が力を分けていてくれたからです」

　本当に、私はそう思い。もし、清様の力を持っていなかったらと思い、ゾっとした。

「本当にお優しい、いい子。ありがとうございます。私たちの様な、『あやかし』のものを受けいれてくれて」

　ぼわんと煙が舞い、ウメさんが狸のお顔と身体になる。私は毛に包まれた柔らかいお手々に力を入れ、ぎゅっとなっている胸で言った。

「私がここに来てから、皆さん優しくて、楽しくて嬉しい思いしかしていません。これからも、ふつつかものですが、よろしくお願いいたします」

　ウメさんは、黒いお目目からぽろぽろと涙をこぼしはじめ。私がつられて泣きそうになったとき、外から扉が勢いよく開かれた。

「おーい！　早く、宴会始めようぜ！　おお！　すず様が、お姫様だ！」

　明るい声を上げ、金色で二本の尾を持つ、二本足で立つ狐姿の竹吉君が現れた。

「竹吉！　あんた、もう呑んでるね！　あと、いきなり扉を開けるんじゃないよ！」

　そう大きく言ったウメさんの顔に、突然、何かが張り付いた。

「ははうえー！　天と地がぐるぐるしてますー！」

　ウメさんは、着物を着ていない狸の虎太郎君を顔からはがして、大きな声で言った。

「竹吉！　虎太郎に、呑ませるなと言ってるだろうが！　まだ、子どもだよ！」

「見かけが年をとらないだけで、もう、百年余り生きてるだろ」

「おだまり！　虎太郎は、呑んだら、風船の様になるのを知っているだろうが！」

　ウメさんと竹吉君が口喧嘩をはじめ、ウメさんの両手の中で虎太郎君がけたけた笑い、どうしようと思っていると。

「皆、宴会の前に、何を盛り上がっておる」

　市松さんの声とともに、竹吉君の横を槍がかすった。

「じいさん！　俺のこと、串刺しにする気か！」

「すまん、すまん。おお、すず様、これはこれは。その美しさを讃える為にも、この市松、長槍での演舞を気合を入れて舞いまする」

　かっかっかっと、とても長い槍を持つ、黒いカラスのお顔で人間の身体の市松さんが笑い。

「騒がしいが。宴会場は、ここなのかい。……すず、その姿は」

　白色の着物姿の清様が現れ、人間のお顔と姿で両目を少し開いて固まり。ウメさんが明るい声で言った。

「清様、こちらに来て下さい。驚くほど綺麗なすず様へ、きちんとお言葉をかけて下さいな」

　清様は顔を下に向け、銀色のたてがみを持つ狼のお顔になり。私の正面に立って、少し緊張している私に言った。

「すず、とても綺麗だよ」

　金色の瞳を細めたお顔に言われ、私は胸が大きく鳴り。

「おふたり、そういうのは、あとで！　とりあえず、宴会しようよ！」

「竹吉！　よいところなんだから、邪魔すんじゃないよ！」

「久方ぶりの槍での舞い、是非、すず様に見てもらいたいと思います」

「ははうえー！　からだが、かるいー！」

　皆さんが明るい声を上げて、私は清様と笑み合い。手をとってもらい部屋を出て、皆さんと宴会を夜通し楽しんだ。






　　　※






　心地よい温かさに包まれているのを感じて、薄く目を開くと。

「すず、気分は悪くないかい。のどは、渇いていないか」

　薄暗い中、とても近くに清様の人間のお顔が見えて、両腕の中に抱かれ布団の上にふたりいるのが分かった。

「また、宴会で酒を呑まされて、途中で眠ってしまったんだ。身体は大丈夫かい」

　細められた優しい瞳に見つめられて、私はこくりと頷く。

「着物を脱がせて、寝かせたんだが。すずに、引き込まれてしまってね」

　ふふっと清様が笑い、私が謝る前に唇を唇でふさがれた。

「寝顔がかわいくて、触れたくなるのを我慢していた。もう、触れてもいいだろうか」

　そう唇を離した清様が言い。私は胸が大きく鳴り、少しかすれた声で「はい」と返した。

「酒を呑んだから、のどが渇いているのだろう」

　清様は私から離れて、布団のそばの水差しからグラスに水を注ぎ、ごくりと飲んでから戻ってきた。

「……っ……んっ」

「すまない。こぼれてしまったな、綺麗にしよう」

　口移しで水を飲ませてもらって、私は受けきれず。頬や首にこぼれた水に、清様が舌を這わせはじめた。

「……っ……あっ」

　首筋を下から上に舐められて、甘い声をもらしてしまい。甘噛みをされて、大きな声を上げてしまった。

「すず、身体は辛くないだろうか。触れても、大丈夫かい」

　清様に顔を覗き込まれて言われて、私は胸をドキドキさせながら言った。

「……身体は、大丈夫です。……あの、私、……清様に触れられると、……おかしくなってしまうんです」

「おかしくなるのは、嫌かな」

　清様が耳元で言い、私はぞくりとしたものを感じながら返す。

「……自分でないようになってしまうんです」

「そんな風になるのは、嫌なのかな」

　また、耳元で湿った声で言われて、腰の辺りにぞわぞわと感じながら返した。

「……嫌では、ないです。……気持ちがよいと思うこと……私の乱れる姿は、ふしだらではないでしょうか」

　そう言ったあとで、とても恥ずかしくなり。両手で顔を包むと、柔らかく外されて優しく唇と唇が重なった。

「私は、すずが気持ち良くなってくれることが、とても嬉しいよ。かわいくて、綺麗で、もっと乱したくなる」

　唇を離した清様がおっしゃって、私は恥ずかしくて顔を背けようとしたけれど。唇が深く合わさり、口内を熱い舌でいじられはじめた。

「……っ、……あっ……んっ」

　この間よりも激しい舌の動きに、ぞわぞわと背中が震え。口の端から甘い声が止まらず、気持ちが良くて頭がぼんやりしてくる。

「すず。今日は、すずの全部に触れたいんだ」

　長い口づけが終わり、着ている襦袢の伊達締めをほどこうとした清様は、もう熱が上がっている私をじっと見つめて言った。

　薄い闇の中、光っている金色の瞳。獲物を狙う獣のものに見えて、怖さを感じるのに、嫌ではないぞくぞくとしたものを感じる。

　今、清様は自分をとても求めているのだと思い、私はこくりと小さく頷いた。

　伊達締めをほどかれて、私は両目を固く閉じ。与えられた感触に大きく声を上げた。

「……せいさまっ、……だめっ……あんっ」

　肌から取られると思っていた襦袢越しに、右胸の頂きを口に含まれてしまい。左胸の先を指でなぞられて、両方の胸への刺激に腰がびくびくと跳ねてしまう。

「すず、どういうのがいいかな。含まれて、先を舐められるのはいいかい」

　襦袢がとられ、左右の乳首を言う通り交互に弄られて。私は、気持ちいいと教えてもらった感じに、あえぐことしか出来ず。

「舐められて尖ったのを、指でいじられるのはどうかな」

　散々弄られじんじんと熱く感じる両方の乳首を、指でひっかかれ挟まれて上下にされてしまい。

　更に強い感じに苛まれ、私は答えを返すことが出来ない。

「指で挟んだまま、舐めるのはどうかな」

　ぎゅっと乳首の付け根を挟まれ、交互に左右の先を舐められて、私ははしたないと思うのに大きな声が止まらない。

「……もっ、だめです。……お、おかしくなっちゃう」

　私は荒い息をしながら、涙が滲む両目を薄く開けて言い。胸の上にある清様のお顔に、心臓が止まりそうになった。

「すず、もっと、乱れる姿を見せて。私だけのすずを、もっと見せて」

　そう瞳を細めて言った清様は、人間のお顔で狼の耳になっていた。清様の浮かべる表情に男のひとを強く感じて、怖さを先ほどよりも感じるのに、私はとても嬉しいと思ってしまい。

　小さく頷くと、目を閉じる間もなく、清様は私の両方の胸を弄りはじめてしまった。

　唇と舌、指で散々左右の乳首を苛まれて、頭の中が白くなりかけ。

「……あっ……だめっ……ああんっ」

　清様に左右の太ももを開かれて、身体の力が抜けている私は止めることが出来ず、下半身のそこを口に含まれてしまった。

「……っ……あんっ……やあっんっ……ああんんっ」

　唇と舌に少し弄られただけで、私は果ててしまい。再び始まった唇と舌の動きに、清様の頭をつかんでしまった。

「……もっ……だめっ……お、おかしくなりますっ」

「いいよ。何度でも、果てればいい」

「……やっ……あっ……ああんっ」

　私は敷布団の生地を強く握って、何度も果ててしまい。意識を手放しそうになって、初めての下半身に挿入される感触に声が出た。

「すず、痛くないかい。ちゃんと、言うんだよ」

　薄く目を開くと、下半身に清様の指が入っているのが分かり。痛くはないけれど、私は荒い息とともに言った。

「……どうして、……そこを、そんな風にするんですか」

「すずと繋がりたいから。痛くならないよう、慣らしているんだよ」

　私は、清様の言う意味があまり分からないのに、お腹の奥がずくりと疼くのを感じ。

「……あっ、……せいさまっ、……もう、だめえっ……あんっ」

　片方の乳首を口に含まれ、また気持ち良さを感じてしまい。下半身のそこを指で擦られ、甘い声が止まらなくなってしまう。

　気持ち良さと、中をゆっくり進む指。ふたつの感触に頭がくらくらし、中の指が触れた場所に大きく声が出た。

「すず、痛くはないかな」

「……はい、……でも、何か……あっ、ああんっ」

　清様は中のそこを指で擦り、私は全身を飲まれるような感じに包まれて、大きく果ててしまった。

「すず、大丈夫かい。身体が辛いなら、やめようか」

　私は大きく息をくり返しながら、薄く両目を開いた。清様は本当に心配な顔をしていて、私は両腕を伸ばし強く抱きついた。

「すず、無理はしないでいいからね。今日は、ここまでにしておこうか」

　頭を優しくなでられたあと、私は清様のお顔を見つめ思うままを言った。

「……おかしいかも、しれませんが。……私、清様と……繋がりたいです」

　清様は両目を少し大きくしたあと、唇を優しく重ねてくれた。

「ありがとう。出来るだけ、身体に負担がないようにするが。無理はしないでくれるかな」

　私が小さく頷くと、清様はお着物を脱いで覆いかぶさってきた。初めて見る清様のお身体は、お着物の上からは分からなかったけれど、筋肉がついたとても逞しいものだった。

「すず、無理をしてはいけないよ。やめて欲しかったら、すぐに言うんだよ」

　私が「はい」と返すと、下半身に熱い塊が入ってきた。清様は確認しながらゆっくり進んでくれ、初めての感じに耐えていると、大きな声が出てしまった。

「……あっ、……そこっ……あっ、ああんっ」

　私は中のそこを塊で擦られて、指とは比べ物にならない感じに、怖さと気持ち良さを感じてしまい。ぎゅっと清様に両腕を回して、気づいた。

　涙が滲む両目を開けると、お顔と身体が狼になっている清様が見えた。

「……すまない。……抑えることが出来ない。すずと繋がれて、とても嬉しくて」

　ぽろりと金色の瞳から透明な水がこぼれて、私の頬に落ち。胸がとても締め付けられて、絞り出すように告げた。

「……私も、嬉しいです。……抑えなくていいです。私は、どんなあなたでも好きです。……清様、愛してます」

「すず、ありがとう。愛しているよ。これからは、ずっと一緒だ」

　私が頬を緩ませて「はい」と返すと、清様は金色の瞳を細め嬉しそうな笑みを見せてくれた。

　まだ進んでいいかを聞かれて、私は頷き。清様はゆっくり進んでくれて、全て繋がれたことを教えてくれた。

　繋がれたことが嬉しくて、胸がいっぱいな私は、動かしていいかを聞かれ「はい」と返した。

「……あっ、……そこっ……やあんっ……ああんっ」

　奥まで入った熱い塊は、先ほど果てそうになったところまで戻り。中の擦られはじめた場所から、私は強い気持ち良さを感じる。

「あっ……だめっ……ほんとうに、おかしく……ああんっ……ああんんっ」

　大きく果ててしまったのに、休む間もなく、中のそこを塊で責められしまい。また大きく果て、太ももの内側がぶるぶると震え、布団を濡らしてしまったのが分かった。

　今、自分はとてもふしだらで、乱れてしまっているのが分かるのに。清様の毛に包まれた身体に両腕と足を絡ませ、腰を動かしてしまう。

「……せいさま、……おく、うずくんです。……して、ください」

　初めてで、行為のことをほとんど知らないのに。私は、我慢が出来ずにねだってしまった。

「……ごめんなさい、……私、おかしくなって……っ」

　清様は、人間のお顔のときより長い舌で私の言葉を奪い。奥を塊で突き上げ、疼く場所を擦ってくれた。

　私は与えられる強く激しい気持ち良さに、甘い声を大きく上げ、全身を震わせることしか出来なくなった。

「……すず、かわいいね。……好きだよ。愛してる」

　清様は、ふしだらな私のことを責めることなく。甘い言葉を何度もささやいてくれ、動きを速めた。

「……すず、受け止めてくれないか」

　かすれた声で「はい」と答えると、激しく揺さぶられはじめ。清様が私の中に放つと同時に、頭が真っ白になってしまった。

「ありがとう。すず、もう、二度と離れない」

　大きく息をしていると、清様に強く抱かれ。濡れた両目を薄く開くと、明るい笑みを浮かべる狼のお顔の清様が見えて、頬がとても緩んだ。

「……朝、起きたとき……一緒に、居て下さいね」

　私は、綺麗な金色の瞳を見つめて言い、とても幸せに意識を手放した。
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『すずは、怖くないのかい。私は、『あやかし』で、『人狼』という化け物だ。昼間、ひとの姿になったが、本当の姿は忌まわしい獣の姿だ』

　私は、同じ布団に寝ている狼の姿の銀を、強く抱きしめて言った。

『お昼は、助けてくれてありがとう。銀は、人間の姿も綺麗だったよ』

『すずは、少し、普通の人間と違うのではないか。普通は、獣が喋りだしたり、人間の姿になれば、気味が悪いと追い出すものだ』

　私は、銀をもっと強く抱いて言った。

『じゃあ、私は普通の人間じゃなくて、銀と一緒だね。ずっと、私と一緒に居てね。こうして触れられて、温かさを感じられること。すごく、嬉しいの』

　思っているままを言うと、銀は小さい声で言った。

『すず、君なら、あと数年で普通の人間の男に嫁ぐことが出来る』

『私は、銀がいい。綺麗で、優しくて、私を好きな銀がいい』

『すず、私の気持ちが、どうして分かるんだい』

　私は、銀の顔を覗き込み、金色の瞳を見つめ頬を緩ませて言った。

『だって、私を見る目が言ってる。好きって、一緒に居たいって。だから、私は銀と一緒に居る』

　銀は、薄暗い中光っている金色の瞳を大きく見開き、とても細めて言った。

『ありがとう。すずには、かなわないな』

　私はふふっと小さく笑い、銀を強く抱き目を閉じて言った。

『おやすみ。朝起きても、一緒に居てね』
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　とても幸せな夢を見て目を覚まし、包まれる温かさと「おはよう」の明るい声に私は顔を上げた。

「すず、身体はつらくないかい。昨日は、無理をさせてしまったね」

　朝の白い光の中、人間のお顔とお身体で浴衣を着ている清様が言い。両腕の中に居る私は胸がいっぱいになり、自分が裸なのに気が付いた。

「眠ってしまったあと、身体をふいて浴衣を着せようとしたんだが、引き込まれてしまってね。私も、一緒に眠ってしまったんだ」

　私は、昨晩のことを思い返してしまい。顔がとても熱くなり、柔らかく唇が重なった。

「何度も、約束をやぶってすまない。これからは、すずのそばを離れない」

　私は、胸が強く締め付けられて、こぼれた涙を清様が唇でぬぐってくれた。

「すず、必ず幸せにするよ。私と、ずっと居てくれるかい」

　とても温かくなった胸で、「はい」と返し。私は、清様のお顔を両手で包んで言った。

「清様、私の前では、ありのままのお姿でいて下さい」

　両手を離すと、清様は狼のお顔になっていて。両目をとても細め「ありがとう」と言った。

「すずも、私の前では、存分に乱れていいんだよ」

　清様が、私の耳元で湿った声で言い。全身がかあっと熱くなった私を、じっと金色の瞳で見つめて続けた。

「皆が気を遣ってくれ、二日家を空けてくれる。その間、すずにたくさん触れていいかい」

　私は、熱さを感じる視線に、ずくりと下半身が疼き。清様は、ふふっと笑ってから言った。

「とりあえず、床を出ようか。昨晩、無理をさせたばかりだ、続けざまに触れるのは…」

　私は、口づけで言葉を奪い、少し瞳を大きくしている清様に言った。

「……触れて下さい。……昨晩、繋がれて……すごく清様を感じられて、嬉しかったです。……こんなことを言うのは、はしたないで…」

　今度は、清様が人間のときより長い舌で私の言葉を奪い。しばらく口内を蹂躙され、すっかり熱が上がってしまった私に言った。

「すず、嬉しいよ。でも、無理をしてはいけないよ。身体が耐えられないと思ったら、ちゃんと言うんだよ」

　そう言いながら、清様は毛に包まれた両手を私の肌の上に這わせ、首筋を甘くかんで続けた。

「私は、獣だからね。加減することなく、すずを貪りたくなってしまうんだ」

　私は、ぞくぞくとした感触に全身包まれながら、熱い息とともに言った。

「……いいですよ。……清様、たくさん食べて下さい」

　清様は私の顔を覗き込み、ふふっと明るい笑みを浮かべてくれた。

「すず、かわいいね。本当に、食べてしまいたくなるよ」

　私達は笑い合ったあと、会えなかった時間を取り戻すかの様に、お互いを心ゆくまで貪り続けた。







『大正乙女と人狼伯爵　～あやかしの旦那様のもとに嫁ぎます～』ＥＮＤ
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